



























































 １−１ 近代における茶の湯の再評価 
 １−２ 近代建築家による茶室の再評価 




 ２−１ 「生活構成」について 
  ２−１−１ 「生活」の意味 
  ２−１−２ 「構成」の意味 
 ２−２ 「構成」の諸相 
  ２−２−１ 茶道具の「組み合せ」 
  ２−２−２ 茶会の「組み立て」 
 ２−３ 「心」について 
  ２−３−１ 「生」なるもの 




 ３−１ 茶室の諸相 
 ３−２ 「表現建築」としての側面 
  ３−２−１ 「田園的山間的情緒」について 
  ３−２−２ 「非相稱性」について 
 ３−３ 「目的建築」としての側面 
  ３−３−１ 茶室と「炭組み」 




 ４−１ 谷口吉郎の茶室論 
  ４−１−１ 茶室の諸相 
  ４−１−２ 「ワキ」としての働き  
   ４−１−２−１ 「表現」への志向 
   ４−１−２−２ 「自己犠牲」としての背景化 
  ４−１−３ 「種子」なるもの 
 ４−２ 吉田五十八の茶室論 
  ４−２−１ 数寄屋への問いにおける主題 
  ４−２−２ 「雰囲気」について 
  ４−２−３ 繋ぐこととしての「間」 
小結 
 






















［背景］：   堀口捨己「茶室の思想的背景とその構成」『草庭』、白日書院、1948 
［利休］：   堀口捨己「利休の茶」『利休の茶』、岩波書店、1951 
［生と躾］：  堀口捨己「茶碗の生と躾」『陶磁味』第 3 号、1948 
［茶室］：   堀口捨己『利休の茶室』『岩波書店』、1948 
［茶杓］：   堀口捨己「利休の茶杓」『利休の茶』、岩波書店、1951 
［炭］：    堀口捨己「利休の炭」『利休の茶』岩波書店、1951 
［化膿］：   谷口吉郎「化膿した建築意匠」『科学ペン』、三省堂、1936.12 
［旗］：    谷口吉郎「旗の意匠―姉妹芸術」『清らかな意匠』、朝日新聞社、1948 






















































































































































































































   『日本建築学会計画系論文報告集 第412号』、pp.173-180、1990.6 
 八束はじめ『言説としての日本近代建築』、INAX出版、2000 
 八束はじめ『思想としての日本近代建築』、岩波書店、2005 




桐浴邦夫『近代の茶室と数寄屋―茶の湯空間の伝承と展開』、淡交社、2004  など 
 
注８）栗田勇編『現代日本建築家全集』、三一書房、1970− 
   SD編集部編『堀口捨己』、鹿島出版会、1983 
   砂川幸雄『建築家吉田五十八』、晶文社、1991 
   彰国社編『堀口捨己の「日本」―空間構成による美の世界』、彰国社、1997 
藤岡洋保『谷口吉郎の世界―モダニズム相対化がひらいた地平』、彰国社、 1998 
藤岡洋保『表現者・堀口捨己―総合芸術の探求―』、中央公論美術出版、2009 
長谷川堯『村野藤吾の建築 昭和・戦前』、鹿島出版会、2011  など 
 
注９）桐浴邦夫「武田五一『茶室建築』をめぐって―その意味と作風への影響」 
   『日本建築学会計画系論文集 第537号』、pp.257-263、2000.11 
矢ケ崎善太郎「建築家・藤井厚二の茶室と茶の湯」『建築史論聚』、思文閣出版、2004  など 
 
注１０）熊倉功夫『近代茶道史の研究』、日本放送出版協会、1980 











    本研究では、近代建築家たちが、茶匠による茶道具の製作や、茶会の企画、茶室のしつらえ、などの活動
への問いを通して見出した制作についての思想を問う。 
 
 序論  7
 


























室内芸能を意味するわけではないため、本稿においては「数寄」ではなく「茶の湯」という語を用いる。   
 





また、こうした空間は、「建築における空間は 抽象的に 論理的に 構成され しかもそれが与えられ
てそのそこに在るかのように誤解されている 幾何学的空間 のような そう言う空間ではない。それは
 8 
 




    辰三郎『日本の茶書Ⅰ』、平凡社、1971所収）には、「道具開キ、亦ハ口切ハ云フニ及バズ、常ノ茶湯ナリ 
    トモ、路地ヘ入ルヨリ出ヅルマデ、一期ニ一度ノ会ノヤウニ、亭主ヲ敬ヒ畏ルベシ」とある。 
 
注２０）前掲書１９）には、「客人ブリノコト一座ノ建立ニアリ」とある。   
 
注２１）1992年11月に「茶の湯文化学会」が発足した。学会誌『茶の湯文化学』第１号、1994掲載の「創刊の    



































































が飛躍的に増加したとされる。それはたとえば、1914 年（大正 3 年）の茶の湯の講習会に参加した女


















































































































































































































































































































































































   「西洋・中国の芸術」；「物質的（唯物的）」、「抽象的」、「累積と集成」、「壮麗、華美」、「自然征服」、「左右相
称（均整）」、「日常生活から遊離」。 

























































































































    桐浴邦夫「東京府の公園経営と星岡茶寮の建設経緯：星岡茶寮の建築の研究 その１」『日本建築学会計画
系論文集 第491号』、1997、pp.213-218 
    桐浴邦夫「東京芝公園の紅葉館について：明治期における和風社交施設の研究」『日本建築学会計画系論文
集 第507号』、1998、pp.199-204 














































































































































































































































































































































































































 この茶会の概要を説明しよう。この茶会は天正 16 年(1588)、利休の参禅の師である古渓宗陳
(1532-1597)が、豊臣秀吉の怒りにふれて大宰府に流謫の身となったために、利休が古渓との別れを偲




















































































































































(前略)茶の湯の道具の使ひ方は その形や色の調べを 合はせると云ふだけでなしに そのやう
な生
いき
の命の持つ 息吹きをも 他のそれらと 合はせることに 心入れがなければ ならないで
























このやうな茶碗の生は 茶碗をたゞ物と見て 事物的にのみ 取り扱はうとする 心構への人達
には 緣の遠い事柄である。…(中略)…たゞ茶の湯と云ふやうな 物の取り扱ひや 見方に その




















































































































































































































































































































注２１）雑誌『思想』(1941、8月号、9月号、12月号)では、記述されていない。『利休の茶』(1951)の第２章「利   
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修『淡交テキスト新版 点前編30 風炉 台子の点前』、1975に倣い「台子の点前」と表記した。 
 
注２５）雑誌『思想』(1941、8月号、9月号、12月号)では、記述されていない。『利休の茶』(1951)の第４章「利 
    休の茶の性格」で加筆された。(p260) 
 
注２６）雑誌『思想』(1941.8.9.12月号)では、記述されていない。『利休の茶』(1951)の第４章「利休の茶の性格」 
    で加筆された。(p261) 
 
注２７）「木村常陸介宛の傅書」（鈴木恵一編『千利休全集』、学藝書院、1941所収）が参照される。 
    「一 茶ノ湯ノ道に定る事はなし。 
     一 昨日は今日をくやみ、朝は夕を後悔する事、尤ニ候。 


















































































べ、茶庭について「建築庭園に 表はれた彼（引注；千利休）の 影響は その他の造形、茶の湯が 關
































































































葉の もみぢぬからに 散りつもる 奥山寺の道のさみしさ」を茶庭の理想としたという史料注１５）を
堀口は参照し、そのうえで、和歌に読みとられた理念が具体化されたものとしての待庵の庭のありよう
に言及している。以下にその言説を引用する。 
(前略)これも 樫木や 山寺の道の形を いいと述べてゐたのでなしに、自然に 生えてゐる樫木
や 何の庭らしい巧も 示さない山寺の 道の如く、目立たない 木や、少しも 巧まない 道の
庭作りが よいと 述べてゐたのであらうと思ふ。…(中略)…これは見るものがないと 云ふ所に 
特に その性格が あつたのである。然し それを踏み行く路次として その建築的表現は 優れ





の劇しい 道掛りではあるが、少しも 押し迫られるやうな 狹苦しさを 通り行く者に覺えさせ



















































































 第３章  57
１９）についての次の記述からも読み取ることができる。そこでは、飛雲閣の３階部分が「相稱的形態」
であることが示されたうえで、「その如くなることによつて 下の大きな 量的釣合を 保つための 



















































な棚一つをとっても見られ、「これらの棚は 棚だけに 終つてゐたのでなかつた。この圍の 總ての




































































































































































































     庵は、秀吉を招じるために建てたものと考えられてきたが、この伝承を裏付ける資料はない。林屋辰三郎
ほか七名『角川茶道大事典』、角川書店、1990、p.788参照。 






























「茶の湯の 器の選び方が 見立てと 取合せによる 組み立ての 宜しさを 目指し、その術として 





注２１）堀口捨己「利休の茶杓」『利休の茶』、岩波書店、1951、p.453。以下、［茶杓］と略記。凡例に示すように、   








































    論考のはじめに掲載された「炭組み」の図版を、以下に抜粋する。[炭-459]。 
 第３章  67
 
       
 
注３０）利休の菓子盛合せ図。[炭-584]より抜粋。 
   
 
注３１）「木村常陸介宛の傅書」（鈴木恵一編『千利休全集』、学藝書院、1941所収）においては、「切炭を當分の作 
    意次第に置申候。炭ノ（事）に習はなく候」と書かれており、堀口は「炭の（事）」ではなく、「炭の花」 




































































































































































































































































































































 第４章  77
































































 第４章  79





























   んだ。(笑)」 
谷口「農家の意匠の中にはやはり……新しい理念に通ずるものがあつて、それがコンクリートにも 
 80 
     鐵骨にも活きのびていくのじやないでしようか。庶民の良心のように……。」 
吉田「農家も、もう少し清潔にすればいいかも分らない。清潔なるゲテものなら、いいかもしれな    










































































































































































































     『日本建築の曲線的意匠・序説』（1960）など。 
 
注３）それらの大半が慶應義塾大学校舎の制作に携わる1950年前後に書かれたもので、新しく発表したものと1940 
   年前半に書いた内容を加筆、修正したものとがある。この時期以外に書かれた論考を見てみると、1940年以     
     前の論考において茶室の意味はほとんど問われない。一方1950年後半以降の論考においては、茶室の形式に 
     ついて書かれたものが大半である。また茶室の意味について書かれたものでも、そのほとんどが、谷口以外の 
     著者によって書かれた茶室に関する論考の序文や推薦文であり、谷口が自らの問いとして積極的に語ったもの 
     ではないと思われる。『谷口吉郎著作集』第2巻の「解説」に収録された、建築史家の藤岡通夫による論考「哲 
     学する建築」においても、谷口のドイツ遊学を一つの契機としたいわゆる日本回帰と、晩年における茶室の形 
     式への傾倒が示唆されている。 
 
注４）谷口吉郎「化膿した建築意匠」『科学ペン』、三省堂、1936.12。凡例に示すように、本文中では略記の後にハ 


















    の伝統と意義」（1956）参照。 
 
注１０）村田珠光（1423-1502）が絵や文字などの書かれた紙を無地の白紙に張り替え、その白紙を武野紹鷗 
    （1502-1555）が取り去ったという事例。『南方録』（千宗室総監修『茶道古典全集 第四巻』、淡交社、1956    
 88 
 
    、pp.52-53）に所収。 
 
注１１）「科學的心」は「工學的良心」という言葉と同義として用いられ、「藝術的良心」や「美的良心」と対置 







    家を土中に掘り、固い岩を穿つて、構造的に强固なものにしようとしたのであるが、そんな最も素朴な家  
    においてさえ、その壁面は甚だ美しいものがあつた」と言われる。 
 
注１５）谷口はこれを「建築工学」ではなく「建築術」であるとし、「構築物」を「建築物」たらしめる契機である 
    とする。（谷口吉郎「建築の意匠」『淸らかな意匠』、1948、p240） 
 
注１６）この「科學的良心」を建築家の態度の問題として捉えなおせば、それは谷口の言う「倫理」や「モラル」 









    知られるもので、逸話集の各所に収録されているが、『茶話指月集』（千宗室総監修『茶道古典全集 第十 
    巻』、淡交社、1956）の出典が最も古いとされる。 
 
注２０）松山吟松庵校註、熊倉功夫補訂『茶道四祖伝書』、思文閣、1974参照。ここでは天正18年8月9日の利休 







注２３）『南方録』（千宗室総監修『茶道古典全集 第四巻』、淡交社、1956）に示される秘伝九ヶ条の一つ、「的傳    
    の大道」のこと。 
 
注２４）「無賓主」は禅語からきた言葉。『禅茶録』において語られた「無賓主の茶」の意味については柴山全慶『 
    禅茶録』『茶道古典全集第十巻』、淡交新社、1961や寂庵宗澤著、吉野亜湖訳、S.バーク英訳『現代語訳禅
茶録』、知泉書館、2010に詳しい。 
 







    家の「術」の問題として捉えている。この論考においては、背景化によってどこまでも透明化してゆくあ  
    りようが、「淸らか」と表現されていたと考えられよう。 
 
注２８）「環境の意匠」もまた前項で取り上げた「旗の意匠―姉妹藝術」と同様に、『淸らかな意匠』（1948）に収録 
    されたもの。この論考は、後年『意匠日記』（1954）に再録されているが、内容の変更は見られない。凡例  
    に示すように、本文中では略記の後にハイフンにて引用部頁番号を示す。 
 
注２９）「淸新の美」の現れの契機が、「憧れる」こととしての設えであると解されたが、この論考ではそのような 

























    三一書房、1974 、p.131 
注４６）吉田五十八、伊藤ていじ「対談；日本建築の創造」、1972.8（吉田五十八『饒舌抄』、新建築社、1980、pp.206-223  
    所収） 
注４７）前掲書４５）、p.66 
注４８）吉田五十八「隠された芸のやま」『文芸春秋』、1952.11 
注４９）吉田五十八「饒舌抄」『建築世界』、1934.4、p.22。吉田はこの事例を戦前期から晩年にいたるまで何度も     






    その建築の評価がきまる」とまで述べていることを考え合わせてみれば、そうした全体は、決してその壁  
































































































































































































































































































































茶の湯文化学会編『講座 日本茶の湯全史第１巻 中世』、思文閣出版、2013 
茶の湯文化学会編『講座 日本茶の湯全史第3巻 近代』、思文閣出版、2013 
田中秀隆『近代茶道の歴史社会学』、思文閣、2007 



































































































































1919（大正 8）  ぽうたーすろっじ 
1920（大正 9）  卒業設計「精神的なる文面を来たらしめん為に集まる人々の中心建築」 
1921（大正 10）  大阪市立美術館設計競技案応募案、平和記念東京博覧会交通館・航空館、動力館・機械館、電気工業館、 
          鉱産館・林業館 
1922（大正 11）  平和記念東京博覧会池塔 この頃「糸と光との塔」計画 
1925（大正 14）  小出邸、東京帝国大学図書館建築三項設計草案、黒田邸宝庫（詳細不明） 
1926（大正 15）  紫烟荘 
1927（昭和 2）   双鐘居 
1928（昭和 3）  牧田ビル（詳細不明） 
1930（昭和 5）   吉川邸、徳川邸 
1931（昭和 6）   九州気象台、森平兵衛邸洋室 
1932（昭和 7）   塚本邸、吉川事務所 
1933（昭和 8）   中央気象台品川測候所、岡田邸、この頃帝国美術学校校舎・講堂計画（詳細不明） 
1934（昭和 9）   永井邸 
1935（昭和 10）   飯塚測候所、荒尾邸、水戸測候所、東京横浜電鉄ジードルンク計画 
1936（昭和 11）   市街地の一住宅（岡田邸）、中西邸、災害科学研究所 
1937（昭和 12）   取手競馬場、内藤邸、聴禽寮 
1938（昭和 13）   山川邸、海洋気象台庁舎、大島測候所 
1939（昭和 14）   若狭邸、忠霊塔設計競技案 
1940（昭和 15）   広島新太郎邸離れ座敷計画（詳細不明）、渋井邸増改築計画）（詳細不明） 
1941（昭和 16）   西郷邸 
1946（昭和 21）   岩波茂雄墓 
1947（昭和 22）   明治神宮隔雲亭計画（実施されず） 
1949（昭和 24）   尖石遺跡竪穴住居復元 
1950（昭和 25）  八勝館みゆきの間・残月の間（八事）、茨城県庁肥料検査所計画（詳細不明） 
1951（昭和 26）  美似居、日吉ヶ丘高校（木造校舎）、この頃谷口健康邸増築計画（詳細不明）、ホテル桂計画（実施されず） 
         宇田賢島邸計画（実施されず） 
1952（昭和 27）  明治大学聖橋校舎、大河内家合同墓所、大塚邸計画（詳細不明）、鳥取映画館計画（実施されず） 
         目白ドレスメーカー学院計画（詳細不明） 
1953（昭和 26）  八事館湯殿（八事）、八事館旧中店（栄）、谷口病院改築計画（詳細不明）、住田邸玄関増築計画（詳細不明） 
1954（昭和 28）  光悦巴庭によるヴァリエーションの中庭、扶桑相互銀行岡山支店 
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1955（昭和 29）  サンパウロ日本館、明治大学駿河台大教室、明治大学駿河台 8 号館、万葉公園・万葉博物館・万葉亭 
         三朝温泉後楽、料亭植むら、和辻（哲郎）家墓 
1956（昭和 30）  大森の小住宅（堀口自邸）、明治大学和泉体育館、日本陶磁協会主催「元・明名品展」会場構成と立礼茶席 
         鵜澤聡明墓（詳細不明） 
1957（昭和 31）  静岡雙葉学園講堂・体育館、岩波邸、日吉ヶ丘高校（鉄筋コンクリート造校舎） 
1958（昭和 32）  八勝館さくらの間・きくの間（八事）、八勝館音聞ゴルフクラブ（八事）、明治大学駿河台 6 号館・7 号館 
1959（昭和 33）  明治大学駿河台図書館、恵観山荘移築工事監修 
1960（昭和 34）  明治大学和泉第二校舎（大教室）・学生会館、旅館炭屋増築計画（詳細不明） 
1961（昭和 35）  常滑市陶芸研究所、和辻家墓所改造計画（詳細不明） 
1962（昭和 36）  静岡サンモール修道院・礼拝堂 
1964（昭和 38）  白川邸、明治大学生田校舎 1 号館・4 号館、静岡雙葉学園普通教室棟 
1965（昭和 39）  明治大学生田校舎 2 号館・3 号館・斜路、磵居、白川邸増改築計画（詳細不明） 
1966（昭和 40）  福岡雙葉学園講堂・体育館・小学校舎 
1967（昭和 41）  八勝館中店（栄） 
1968（昭和 42）  大原山荘 
1969（昭和 43）  有楽苑（如庵移築、元庵復元、庭園設計） 
1970（昭和 44）  清恵庵 


















1915（大正 4）  短歌「教室」6 首（『ARS』創刊号）、短歌 1 首（『ARS』第 2 号）、短歌「白山御殿」8 首（『ARS』第 3 号） 
         短歌「晩春」4 首（『ARS』第 4 号）、短歌 1 首、「工夫」4 首（『ARS』第 5 号） 
         短歌「海上」1 首、「海路行」6 首（『ARS』第 6 号） 
1920（大正 9）  「建築に対する私の感想と態度」（『分離派建築会宣言と作品』岩波書店） 
1921（大正 10）  「芸術と建築との感想」（『分離派建築会の作品第二刊』岩波書店） 
         「平和記念東京博集会に関するアンケート回答」（『現代之図案工芸』3 月号） 
         「電気館・工業館、動力館・機械館、鉱業館・林業館」（『建築画報』4 月号） 
         「第二会場の建築に就いて」（『中央美術』5 月号） 
1924（大正 13）  「アルヒペンコ（『建築世界』1 月号、2 月号）、「はしがき」（『分離派建築会の作品第三刊』岩波書店） 
         『現代オランダ建築』岩波書店 
1925（大正 14）  「現代オランダ建築について」（『建築世界』1 月号）、「建築士法に関するアンケート回答」（『建築画報』4 月号） 
1926（大正 15）  「建築芸術を語る―第五回分離派建築会展覧会に際して」（『朝日新聞』1 月 28 日−30 日） 
         「建築芸術を語る(上)—分離派建築会展覧会に際して」（『国際建築時論』2 月号） 
         「造形美術・建築芸術を語る」（『建築新潮』3 月号）、「バウハウス」（『建築画報』11 月号） 
         「建築を想う(一)」（『建築新潮』12 月号） 
1927（昭和 2）   『紫烟荘図集』（洪洋社）、「住宅の一面について」（『建築世界』2 月号）、「分離派建築会記事」（『建築新潮』3 月号） 
         「住宅写真の説明」（『建築画報』3 月号）、「ホテル建築、非都市建築」「非都市建築」（『科学画報』12 月号） 
1928（昭和 3）  『住宅双鐘居』（洪洋社）、「アウト氏の思出」（『新建築』1 月号） 
         「分離派建築会編輯者の手紀（『建築新潮』11 月号） 
1929（昭和 4）  『現代建築大観第二輯 亜米利加篇 其一』（編集、構成社書房） 
         『現代建築大観第四輯 独逸・墺太利篇 其一』（編集及び解説、構成社書房） 
         『現代建築大観第七輯 仏蘭西篇 其一』（編集、構成社書房） 
         『現代建築大観第十二輯 スカンディナヴィア篇 其一』（同前） 
1930（昭和 5）  「ホテル建築」（『アルス建築大講座』第 3 巻）、『現代建築大観第一輯 英吉利篇』（編集及び解説、構成社書房） 
         『現代建築大観 独逸・墺太利篇 其二』（同前）、『現代建築大観第七輯 仏蘭西篇 其二』（同前） 
         『現代建築大観第十六輯 露西亜篇』（編集、構成社書房） 
         『現代建築大観第三輯 亜米利加篇 其二』（編集及び解説、構成社書房） 
         『現代建築大観第五輯 独逸・墺太利篇 其三』（同前）、『現代建築大観第五輯 和輪篇』（同前） 
         『現代建築大観第十四輯 瑞西・チェコ・スロヴァキア篇』（同前） 
         『現代建築大観第九輯 仏蘭西篇 其三』（編集及び解説、構成社書房） 
         『現代建築大観第五輯 和蘭・白耳義篇 其二』（同前） 
         『現代建築大観第十六篇 露西亜・法蘭篇』（編集、構成社書房） 
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         『現代建築大観第十六輯 伊太利・西班牙篇』（同前）、『一混凝土住宅図集』（構成社書房） 
         「建築材料」（『建築時報』11 月号）、「徳川邸」（『国際建築』12 月号） 
1931（昭和 6）  「東京郊外某住宅及同解説」（『建築雑誌』1 月号）、「材料と様式」（『建築時潮』2 月号） 
1932（昭和 7）  『建築様式論叢』（板垣鷹穂らと共編著、六文館）、 
1933（昭和 8）  「現代建築に表はれたる日本趣味について」（『思想』1 月号、『建築学会パンフレット』第 4 集 9 号） 
         「大林邸の庭を見て」（『瓶史』4 月陽春号） 
         「E 型・F 型解説」（五室以内の新住宅設計 / 同潤会懸賞図案集）朝日新聞社） 
         「茶の湯座談会」（『瓶史』7 月緑蔭号）、「フランスの建築映画」（『科学知識』9 月号） 
         「九州気象台及同説明」（『建築雑誌』11 月号）、「建築グラフ オ―ストリア・チェコ」（『建築雑誌』12 月号） 
1934（昭和 9）  「A 氏邸」「有楽の茶室・如庵」「茶室用語・茶室名匠図解」（『国際建築』1 月号） 
         「建築における日本的なもの」（『思想』5 月号）、「住宅の庭先と中庭」（『アサヒグラフ』6 月 20 日号） 
         「うだつ」（『国際建築』7 月号） 
         「建築グラフ オーストリア・チェコ・オランダ・ハンガリー」（『建築雑誌』12 月号） 
1935（昭和 10）  「吉川邸食堂居間」「A 氏邸居間」（『国際建築』1 月号）、「永井邸」（『建築世界』1 月号） 
         「有楽の茶室」（『瓶史』新春特別号） 
         座談会「庭を語る」（『瓶史』新春特別号、出席者；室生犀星・谷川徹三・板垣鷹穂・吉川元光・金原正吾・西川一草   
         亭）、座談会「春宵茶を語る―茶の湯の伝統と現代」（『瓶史』春の号、出席者；幸田露伴・有島生馬・中村武羅夫・  
         吉川元光・富永半次郎・板垣鷹穂・吉田鉄郎、西川一草亭）、座談会「新日本建築を語る会」（『建築知識』4 月号 
         出席者；佐野利器・遠藤新・伊部貞古・平林金吾・藤島亥治郎・田辺泰・大岡實・谷口吉郎） 
         「和洋折衷住宅」（『現代美術』5 月号）、「荒尾男爵邸」「室寿にかえて（作庭記）」（『国際建築』6 月号） 
         「うだつ」（『国際建築 7 月号』）、「庭先と中庭」（『今日の住宅』アサヒグラフ） 
         座談会「宗堪日記を読む」（『瓶史』夏の号、出席者；正木直彦・相見香雨・秋山光夫・肥後和男・西川一草亭） 
         「茶室及茶庭と石灯籠の様式的不調和」（『瓶史』秋の号） 
         座談会「発見された信長の茶会記を読む」（『瓶史』秋の号、出席者；正木直彦・相見香雨・秋山光夫・肥後和男・西    
         川一草亭）、「水戸測候所」「水戸測候所の建築」（『国際建築』10 月号） 
        “EIN JAPANISHE WHONHAUS VON HEUTE”（“NIPPON”第 5 号） 
1936（昭和 11）  「信長の茶会記について」（『瓶史』新春特別号） 
         座談会「宗堪日記を読む」（『瓶史』新春特別号、夏の号、出席者；正木直彦・相見香雨・秋山光夫・肥後和男・西川 
         一草亭）、「国際建築への未定稿」「N 氏邸」（『建築知識』1 月号） 
         「茶室の思想的背景と其構成」「全国主要明席解説ー春草盧・如庵・六窓庵」（『茶道全集巻の三 茶室篇』創元社） 
          「草庭の試み」（『瓶史』春の号） 
                 “Tea-room Architecture”（“ARCHITECTURAL JAPAN”、The Japan Times&Mail）、「倉」（『建築知識』5 月号）、           
                  「室寿にかへて（作庭記）」（『国際建築』6 月号）、「市街地の一住宅」（『国際建築』6 月号、『建築世界』6 月号） 
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                 「茶室、茶庭に関する用語解説」（『茶道全集巻の十 茶道用語解説篇』創元社） 
         座談会「宗堪日記を読む」（『瓶史』夏季特別号、出席者；正木直彦・相見香雨・秋山光夫・肥後和男・西川一草亭） 
         「ヒルベルシュームの旅館」（『建築雑誌』7 月号） 
         「茶庭と其精神」「石灯籠と茶室及茶庭の様式的不調和」「茶庭解説ー燕庵・如庵」（『茶道全集巻の四 茶庭篇』創元 
         社）、「茶を読む」「二階の茶室」（『茶道全集付録 十号』創元社）、『一住宅と其庭園』（洪洋社） 
         「日本建築の様式に関する座談会」「建築学会創立五十周年記念建築展覧会懸賞競技図案審査経過並びに感想」（『建  
         築雑誌』11 月号）、「信長茶会記」「宗春翁茶道聞書」「草人木」（『茶道全集巻の十二 文献篇』創元社） 
         「日本工作文化連盟の結成」（『東京朝日新聞』12 月 12 日、13 日） 
         「利休の左官路」（『茶道全集巻の九 茶人篇二』創元社） 
         「清巌元伯の雙幅の新解釈の試み」（『茶道全集付録 四号』  創元社） 
1937（昭和 12）  「取手競馬場」「取手競馬場の建築」（『国際建築』2 月号）、「取手競馬場」（『建築世界』2 月号） 
         「生活文化について（座談会）」（『婦人公論』3 月号）、「内藤邸」（『建築世界』6 月号） 
         「近代住宅の一形式（口絵）」（『婦人公論』8 月号） 
          座談会「宗堪日記を読む」（『瓶史』夏の号、秋の号、出席者；正木直彦・相見香雨・秋山光夫・肥後和男・西川一   
          草亭）、「庭先と中庭」（『今日の住宅』） 
1938（昭和 13）  「琅玕洞とカプリ島」（『瓶史』新春号）、座談会「宗堪日記を読む」（『瓶史』新春号、出席者；正木直彦・相見香雨・    
         秋山光夫・肥後和男・西川一草亭）、「今後の日本住宅―都市に於ける」（『建築知識』4 月号） 
         「商工省工芸指導所主催座談会」（『工芸ニュ―ス』4 月号）、「利休の人物」（『瓶史』夏の号） 
         「山川邸」（『建築世界』10 月号）、「松花堂昭乗の茶室(1)」（『茶道月報』10 月号） 
         「滝本坊の書院と茶室」（『茶道月報』11 月号）「泉坊の松花堂と其庭園」（『茶道月報』12 月号） 
1939（昭和 14）  「中西邸」（『建築世界』1 月号）、「松花堂の手水鉢・灯籠・額・其他」（『茶道月報』1 月号、2 月号） 
         「大島測候所」「神戸海洋気象台」「大阪災害研究所」（『国際建築』2 月号、『建築世界』2 月号） 
         「新時代建築の神話其他（大島の工事を終つて）」（『国際建築』2 月号）、「大島の話」（『建築世界』2 月号） 
         「大島測候所の建築」（『建築知識』2 月号）、「新日本工作文化建設の為に」（『国際建築』2 月号、3 月号） 
         「大島測候所」（『アサヒグラフ』3 月 22 日号）、「大阪災害研究所」（『アサヒグラフ』3 月 29 日号） 
         「日本の現代記念建造物の様式について」（『現代建築』6 月号） 
         「W 邸」「日本の住宅様式」「工を竣へた少住宅 W 邸」（『現代建築』7 月号） 
         「二つの転合庵」（『茶道月報』7 月号）、「輸出工芸図案について」（『国際建築』7 月号） 
         「小堀遠州の画像について」（『思想』12 月号） 
1940（昭和 15）  「聴禽寮」（『国際建築』1 月号）、「大陸建築座談会」（『現代建築』1 月号） 
         日本文化名著選 13『日本庭園発達史（校注）』（横井時冬著、創元社） 
         「忠霊塔の表現と其一案」「忠霊塔設計計画案（第二種）」（『現代建築』4 月号） 
         「茶室の建築精神」（『日本諸学振興委員会研究報告第六篇（芸術学）』、『形成』4 月号） 
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         「利休の茶室」（『茶道月報』4 月号、7 月号、8 月号）、「利休の妙喜庵茶室」（『武者の小路』4 月号） 
         「茶人千利休」（『東京朝日新聞』4 月 21 日-23 日）、「自然・庭園・建築」（『観光』5 月号） 
         「利休の茶室不審庵」（『和比』5 月号） 
         「利休と現代建築」「妙喜庵の利休茶室待庵」「残月亭と利休の書院」「余白に」「編集後記」（『現代建築』7 月号） 
         「聴禽寮」（『現代建築』8 月号）、「妙喜庵の露地について」（『武者の小路』9 月号） 
1941（昭和 16）  「庶民住宅の技術的研究」（『建築雑誌』2 月号） 
         「塚本邸」「A 邸」「吉川邸」「荒尾男爵邸」（『現代住宅 1933-40 第 1 巻』国際建築協会） 
         「市街地の一住宅」（『現代住宅 1933-40 第 3 巻』国際建築協会） 
         「聴禽寮」（『現代住宅 1933-40 第 4 巻』国際建築協会）、「日本庭園の伝統と国民住宅」（『庭園』3 月号） 
         「利休の茶（一~三）」（『思想』8 月号、9 月号、12 月号）、「窓」（『造形芸術』8 月号） 
         「若狭邸」（『建築世界』9 月号）、「佐々木道誉の茶と茶道史に於ける位置」（『和比』10 月号） 
         「国民生活用具に関する懇談会」（『工芸ニュース』11 月号） 
1942（昭和 17）  「西郷邸」（『建築世界』1 月号）、「能阿弥・珠光宛君台観左右帳記異本校註」（『美術研究』1 月号） 
         「相阿弥・過剋斎宛君台観左右帳記異本校註」（『美術研究』2 月号） 
         「君台観左右帳記の建築的研究―室町時代の書院及茶室考（一）~（五）」（『美術研究』122〜126 号） 
         「待庵」（『日本美術の鑑賞―近代篇』帝国教育会出版部）、「大東亜共栄圏に於ける建築様式」（『建築雑誌』9 月号） 
1943（昭和 18）  「日本美の確認―わが造形文化の母体」（『東京新聞』1 月 15〜17 日） 
         「洛中洛外屏風の建築的研究―室町時代の住宅考」（『画論』2 月号）、「茶室の建築精神」（『工芸ニュース』2 月号） 
         「書院造について―様式的特徴とその発達」（『清閑』15 冊）、「相阿弥の泉水図について」（『美術史学』8 月号） 
         「新国宝石州の茶室」（『日本之茶道』10 月号）、「枯山水の庭」（『思想』12 月号） 
1944（昭和 19） 「慈光院の書院と茶室」（『清閑』19 冊） 
         「『津田宗及日記』の披らき」「大坂夏の陣直後の歴史的茶会」（『日本之茶道』4・5 月合併号） 
         「書院造と数寄屋造の研究―主として室町時代に於けるその発生と展開について」（東京帝国大学学位論文） 
         「侘茶と珠光」（『八雲』第三輯）、「侘茶と珠光其他」（『日本之茶道』9〜11 月号） 
1945（昭和 20） 「茶の湯の精神」（『文藝春秋』1 月号）、「茶の湯の茶碗」（『古美術研究』3 月号） 
1946（昭和 21） 「随筆 愛碗 課題に答へて」（『日本美術工芸』12 月号） 
1947（昭和 22） 「利休の竹花筒 園城寺 1・2」（『古美術』5〜7 月号） 
         「茶の湯の心 柳瀬山荘の茶会から帰つて」（『座右宝』8 月号）、「利休の茶に涼しさを求めて」（『茶道雑誌』10 月号） 
1948（昭和 23） 「随筆 出雲の旅より 投入堂」（『古美術』1 月号）、「出雲大社と古代住居 1〜7」（『古美術』6〜10 月号、12 月号） 
         「茶碗の生と躾」（『陶磁味』第 3 号）、「内輪話 平和記念広島カトリック聖堂のコンペ」（『建築雑誌』8 月号） 
                 『草庭』（白日書院）、「利休の茶ほろび」（『茶道雑誌』11 月号） 
1949（昭和 24） 「出雲大社と古代住居 1〜7」（『茶碗』1 月号）、『利休の茶室』（岩波書店） 
        「利休竹茶杓について」（『茶道雑誌』3 月号）、「名古屋放送会館競技設計の審査を終つて」（『建築雑誌』4月号） 
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        「法隆寺金堂の炎上に当つて」（『三彩』4月号）、「お茶のお菓子復興『うさぎや』ジョヨウ」（『茶道雑誌』4月号） 
        「法隆寺座談会 法隆寺の建築・壁画並に国宝の問題を語る」（『建築文化』5月号、出席者；岸田日出刀・蔵田周忠・    
         関野克・服部勝吉・藤岡通夫・藤島亥治郎・下出源七、司会：太田博太郎） 
        『日本建築史図集』（建築学会建築図集刊行委員会委員長、彰国社）、「茶杓の左右非相称好み」（『茶わん』6 月号） 
        「審査ののちに」（『平和記念広島カトリック聖堂建築競技設計図集』洪洋社） 
        「利休の茶碗一―楽焼の成立について」（『茶わん』10 月号）、座談会「仏像」（『茶わん』10 月号） 
        「利休の茶碗二―楽焼の成立について」（『茶わん』11 月号）、 
1950（昭和 25） 「利休の茶碗三―二人の長次郎」（『茶わん』1 月号） 
        「近代建築様式の黎明―ゼセッション運動のあとさき」（『世界美術全集第 24 巻 西洋 19 世紀Ⅲ』、平凡社） 
        「利休の茶わん四 楽焼の名と利休七種茶碗」（『茶わん』4 月号）、「石州の茶杓」（『茶道雑誌』4 月号） 
        「茶道研究会第二回講演 利休の茶の表現」（『茶わん』5 月号）、座談会「新しい茶道」（『茶わん』5 月号） 
        「有楽の茶室如庵について」（『須貴』5 月号）、「国宝金閣寺を惜しむ」（『東京新聞』7 月 6 日、『茶わん』8 月号） 
        「桂離宮」（『婦人之友』9 月号）、「茶室等図版解説」（『世界美術全集第 21 巻 日本Ⅲ近世』平凡社） 
        「江戸時代の茶杓の世界」（『須貴』10 月号） 
1951（昭和 26） 「尖石の石器時代住居とその復元」（『建築雑誌』5 月号） 
         「八勝館みゆきの間」「八勝館みゆきの間の設計について」（『建築文化』4 月号） 
         「八勝館みゆきの間」（『国際建築』5 月号）、『利休の茶』（岩波書店） 
         「茶室と茶庭の組み立て」「草人木―編輯を終つてから」（『新修茶道全集 巻 7 茶室・茶庭篇』創元社） 
1952（昭和 27） 「茶室美似居」「新日本茶道展の茶室について」（『建築文化』1 月号） 
        「名古屋放送会館設計競技の手続きについて」（『国際建築』6 月号） 
        「利休の建築」（『淡交』8 月号）、『桂離宮』（毎日新聞社） 
1953（昭和 28） “THE KATSURA IMPERIAL VILLA”（毎日新聞社） 
         『西洋建築史図集』（建築学会建築図集刊行委員会委員長、彰国社）、「利休の朝顔の茶」（『茶 私の見方』創元社） 
         「八勝館の湯殿」（『建築文化』8 月号） 
         「料亭植むら」「さんぽうろ市 400 年祭日本館」「さんぽうろ・いびらぷえら講演の日本館設計について」（『国際建   
         築』12 月号） 
1954（昭和 29） 「大島気象観測所」「吉川邸」（『日本の現代建築』彰国社） 
         座談会「日本建築」（『芸術新潮』6 月号、出席者；岸田日出刀・谷口吉郎・吉田五十八） 
         『近代建築史図集』（建築学会建築図集刊行委員会委員長、彰国社）、「日本の庭」（『婦人之友』9 月号） 
         「7 帖半座敷」「11 畳座敷」（『建築写真文庫 8 料亭の座敷』彰国社） 
         座談会「欧米の近代建築と各国の伝統」（『国際建築』11 月号） 
         「土間に古石臼を配した玄関」（『建築写真文庫 9 料亭の玄関』彰国社） 
1955（昭和 30）  「月見台のある客室」（『建築写真文庫 13 旅館の客室と宴会場』彰国社） 
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         “ARCHITECTURAL BEAUTY IN JAPAN”（神代雄一郎と共編著、国際文化振興会） 
         「さんぽうろの日本館」「扶桑相互銀行岡山支店」（『国際建築』2 月号） 
         「建築庭園展覧会場の構成及び光悦の主題によるバリエーションの中庭」（『現代の眼』国立近代美術館） 
         「明治大学新築大教室」「明治大学新築大教室について」（『建築文化』5 月号）、「様式について」（『新建築』5 月号） 
         「三朝温泉後楽について」（『新建築 6 月号』）、「万葉公園と万葉館および万葉亭」（『建築文化』10 月号） 
         「木製ルーバーを装置した照明」（『建築写真文庫 21 天井と照明 1』彰国社） 
1956（昭和 31） 「サンパウロ日本館」「料亭植むら」「数寄屋造と現代建築について」（『建築文化』1 月号） 
         「非対称の組み立てと飛雲閣」（『新建築』2 月号）、「明治大学和泉体育館」（『国際建築』5 月号） 
         「明治大学和泉体育館について」（『近代建築』4 月号）、「青空の部屋としての小庭」（『新建築』6 月号） 
         「桂離宮研究批判」（『建築史研究』24 号）、対談「数寄屋の精神」（『SPEC MODULATOR』9 月号、出席者；篠田   
         桃紅、聞き手；神代雄一郎） 
1957（昭和 32） 「大森の小住宅」（『建築文化』1 月号）、座談会「長次郎を廻る品々」（『陶説』2 月号） 
         「はしがき」（『新制 建築様式』オーム社）、「雙葉学園講堂・体育館設計主旨」（『新建築』4 月号） 
         「岩波邸」（『国際建築』12 月号） 
1958（昭和 33） 「岩波邸設計主旨」（『新建築』1 月号） 
         座談会「茶の湯を語る夕」（『婦人之友』1 月号、出席者；谷口吉郎・数江教一） 
         「八勝館さくらの間・きくの間設計主旨」（『新建築』3 月号） 
         「明治大学 6 号館・7 号館設計主旨」（『新建築』10 月号） 
         「明治大学 5 号館・6 号館」「設計するものの心構え」（『国際建築』11 月号） 
         「庭を青空のへやとして」（『住宅全書』主婦の友社） 
1959（昭和 34） 「大仙院」（『カメラ京ある記』淡交社）、「随筆 腰掛けの茶室」（『茶の湯全書』主婦の友社） 
         「利休と建築」（『世界建築全集 3』平凡社）、「私の意見 茶の湯 茶碗二作」（『淡交』7 月増刊号） 
         「昔の出雲大社について」（『今和次郎先生古希記念文集』相模書房） 
         「日本住宅の庭園」（『世界建築全集 14』平凡社） 
1960（昭和 35） 「サンパウロ日本館の透視図」（『建築の透視図と模型』技報堂） 
1961（昭和 36） 「明治大学和泉校舎」（『国際建築』1 月号） 
         「桂離宮」「桂離宮の建物」「桂離宮の庭」（『桂離宮展カタログ』日本経済新聞社） 
         「遠心的動線が創出するもの」（『建築』1 月号）、「計画案 常滑陶芸研究所」（『建築』2 月号） 
         「造形美術・建築芸術を語る」（『建築』5 月号）、鼎談「磯野風船子著『楽茶碗』」（『陶説』8 月号） 
1962（昭和 37） “Tradition of Japanese Garden”（神代雄一郎と共編著、国際文化振興会） 
         『図説茶道体系第 4 巻 茶の建築と庭』（角川書店）、「桂離宮の兄弟 陽の目をみた恵観山荘」（『芸術新潮』2 月号） 
         「日本庭園の源流 三輪山の文化」（『芸術新潮』6 月号） 
         「茶碗の生と躾（再録）」（『世界教養全集別巻 1 日本随筆・随筆集』平凡社） 
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         「静岡サンモール修道院」「建築家の発現 庭の再発見 堀口捨己」（『建築』12 月号） 
         『図説茶道体系 2 茶の文化史』（総編集・図版解説、角川書店）、『図説茶道体系 4 茶の文化史』（同上） 
1963（昭和 38） 「八勝館の屏風」（『日本のかたち』美術出版社）、『茶室おこし絵図集第一集・第二集』（監修・共著・墨水書房） 
        「日本庭園の生い立ち」（『月刊文化財』11 月号） 
1964（昭和 39） 『茶室おこし絵図集第三〜第五集』（監修・共著・墨水書房）、「静岡雙葉学園設計主旨」（『新建築』3 月号） 
        「日本の美 きのう きょう 手引」「茶のたたずまい 恵観山荘」（『婦人之友』4 月号） 
        「書棚 響き合う自然と庭と建築」（『国際建築』7 月号）、「書棚 桂と日光」（『国際建築』7 月号） 
        「白川邸設計主旨」（『新建築』8 月号）、「日本の住宅様式（再録）」（『建築』11 月号） 
1965（昭和 40） 『茶室おこし絵図集第六集・第七集』（監修・共著・墨水書房）、『庭と空間構成の伝統』（鹿島出版会） 
        「書評 装飾古墳」（『SD』3 月号） 
         座談会「数寄屋今昔１、２」（『木』3 号、4 号、聞き手：内田祥哉・早川正夫・高橋靗一） 
        「恵観山荘の茶室」（『後水尾天皇とその周辺』根津美術館） 
        「堀口捨己と明大校舎」「設計者の立場から」（『近代建築』6 月号） 
        「飛鳥奈良時代の庭―文献の中にさぐる―」（『月刊文化財』8 月号）、「堀口捨己設計の茶室 栖桐居」（『SD』12 月号） 
1966（昭和 41） 『茶室おこし絵図集第八集・第九集』（編・共著、墨水書房）、「茶室・磵居について」（『新建築』一月号） 
        「栗の茶室」（『季刊ディテール』7 号）、「山田君の死を悼む」（『東海大学新聞』6 月 15 日） 
        「モダンリビング 11 人集 住宅の中の離れ」（『毎日グラフ別冊‘66 住まいと暮らし』6 月号） 
        「住宅における伝統のおもみ」（聞き手；篠原一男、『新建築』8 月号）、「岸田さんの死を悼んで」（『建築雑誌』8 月号） 
        「あらゐ宿」（『毎日新聞』10 月 22 日夕刊） 
1967（昭和 42） 『茶室おこし絵図集第十〜第十二集』（編・共著、墨水書房）、「八勝館中店設計主旨」（『新建築』2 月号） 
        「日本庭園の生い立ち（再録）」（『文化財の鑑賞』第一法規出版） 
1968（昭和 43） 「禅と庭園」（『講座 禅第 5 巻 禅と文化』筑摩書房）、『草庭 建物と茶の湯の研究（復刻版）』（筑摩書房） 
         『利休の茶室（復刻版）』（鹿島出版会） 
1969（昭和 44） 「伊勢神宮 ひろい環境空間の意匠」（『太陽』1 月号）、『茶室研究』（鹿島出版会） 
        「磵居」（『新建築詳細図集住宅編』新建築社） 
         座談会「分離派・東京中央電信局・山田守」（『建築記録 / 東京中央電信局』日本電信電話公社建築局、出席者；滝  
         沢眞弓・森田慶一・山口文象、司会；村松貞次郎）、「茶室の心」（『家―写真集 1969 日本建築』） 
        「桃山の茶 茶の心」（『太陽』8 月号）、「寸松庵の熱海旅館その他」（『陶説』11 月号） 
1970（昭和 45） 『木 / 特集 堀口捨己作品抄』（篠田銘木店）、『利休の茶（復刻版）』（鹿島出版会） 
        「はしがき」（『建築史』オーム社） 
1971（昭和 46） 『現代建築家全集 4 堀口捨己』（三一書房）、「茶の湯随想 如庵に憶う」（『茶道雑誌』2 月号） 
        「茶道随想」（『茶道雑誌』2 月号、4 月号、11 月号）、「利休の美学 人間利休の虚実」（『茶道雑誌』3 月号） 
        「茶の湯随想 利休と南方録」（『茶道雑誌』4 月号）、「過渡期の生活」（『すまい随筆』、『木』87 号） 
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        「茶の湯随想 茶人追憶 原三渓先生」（『茶道雑誌』11 月号） 
1972（昭和 47） 「建築家の住宅 1935-1971 堀口捨己」（『建築』1 月号） 
         第一座談会「先生を想う」（『岸田日出刀』相模書房、出席者；市浦健・彦頭百合太郎・郭茂林・高杉造酒太郎・高橋 
         明・高山英華・丹下健三・土浦亀城・浜口隆一・前川国男・吉田宏彦・吉武泰水） 
        「日本建築のこころ（菊竹清訓との対談）」（『APPROCH』秋号）、「有楽の人とその茶」（『茶道雑誌』11 月号） 
1973（昭和 48） 『日本の美術第 83 巻 茶室』（至文堂） 
         『国宝如庵・重要文化財旧正伝院書院移築修理報告書』（名古屋鉄道株式会社）、「有楽苑あれこれ」（『SD』3 月号） 
         「楽焼の成り立ち」（『茶道雑誌』7 月号）、「伊勢神宮解説」（『伊勢神宮』平凡社） 
1974（昭和 49） 『堀口捨己作品・家と庭の空間構成』（鹿島出版会）、「利休の茶杓 1〜13」（『茶道雑誌』9 月〜75 年 4 月号） 
1975（昭和 50） 「宗慶と二人の長次郎」（『茶道雑誌』4〜6 月号）、「茶室―清恵庵」（『住宅建築』6 月号） 
         「楽焼きと瓦について」（『茶道雑誌』11 月号、12 月号） 
1976（昭和 51） 『建築論叢』（鹿島出版会）、『書院造りと数寄屋造りの研究（学位論文復刻版）』（鹿島出版会） 
         「楽焼き名と利休七種茶碗および瀬戸黒茶碗」（『茶道雑誌』2〜4 月号、6 月号） 
1977（昭和 52） 「有楽苑 元庵」（『住宅建築』8 月号） 
1980（昭和 55） 『堀口捨己歌集』（鹿島出版会） 
1982（昭和 57） 『SD 1 月号 特集堀口捨己―建築と庭園の空間構成』 
1986（昭和 61） 「復元・尾形光琳屋敷の監修」（『新建築住宅特集』7 月号） 
1988（昭和 63） 「秀吉の金の茶室」（『黄金の茶室・茶道具』MOA 美術館） 


















1932（昭和 7）  東京工業大学水力実験室 
1933（昭和 8）  佐々木邸、東京工業大学建築材料研究所、三井邸家族室 
1935（昭和 10）  南薫造山荘、自邸 
1937（昭和 12）  慶應義塾幼稚舎校舎、梶浦邸 
1938（昭和 13）  慶應義塾大学予科日吉寄宿舎 
1947（昭和 22）   藤村記念堂、徳田秋声文学碑 
1948（昭和 23）  慶應義塾中等部三田校舎、慶應義塾幼稚舎合併教室 
1949（昭和 24）  慶應義塾大学通信教育部事務室、慶應義塾大学第三校舎（四号館） 
         慶應義塾大学第二校舎（五号館）、慶應義塾大学学生ホール、島崎藤村墓所 
1950（昭和 25）  慶應義塾大学病院は号病棟 
1951（昭和 26）  慶應義塾女子高等学校第一校舎（三号館）、慶應義塾大学第二研究室（万来舎） 
         佐々木小次郎の碑、木石舎、慶應義塾普通日吉校舎、原民喜詩碑 
1952（昭和 27）  石川県繊維会館、兒島喜久雄墓碑、慶應義塾女子高等学校第二校舎（四号館） 
         慶應義塾大学病院ほ号病棟、慶應義塾大学第三研究室、慶應義塾大学体育会本部 
1953（昭和 28）  桃季境、十和田記念碑、佐藤春夫詩碑、宮田重雄画室、山本別邸、慶應義塾大学日吉第三校舎 
1954（昭和 29）  慶應義塾大学病院特別病棟、高田保墓碑、森鴎外詩碑、石川県議会議事堂、薄田泣菫詩碑 
         国立科学博物館理工学館、石橋家墓所、展覧会 現代の眼「日本美術史から」（会場構成） 
1955（昭和 30）  相模原ゴルフクラブ クラブハウス、集団週末住居、志賀邸、新聞功労者顕彰碑（自由の群像） 
         高崎市議会議事堂 
1956（昭和 31）  慶應義塾大学医学部基礎第一校舎、秩父セメント株式会社第二工場、木下杢太郎詩碑 
         幸田延音楽碑、慶應義塾中等部三田校舎、高村光太郎葬儀（式場構成） 
1957（昭和 32）  慶應義塾大学医学部第三校舎、佐伯邸、佐伯別邸、弟橘媛歌碑 
1958（昭和 33）  東京個業大学創立七十周年記念講堂、原敬記念館、藤村記念館、慶應義塾発祥記念碑、佐藤邸 
         警視庁築地警察署数寄屋橋巡査派出所 
1959（昭和 34）  千鳥ヶ淵戦没者墓苑、解体記念碑、蘭学記念碑、石川県美術館、青森県立体育館、別宮邸 
         小林邸 
1960（昭和 35）  桃李境、火野葦平文学碑、東宮御所、八火翁光永星郎之碑、展覧会 小林古径遺作展 
         展覧会 伝統工芸展「日本人の手」（会場構成） 
1961（昭和 36）  青森県庁舎、秩父セメント株式会社製管工場 
1962（昭和 37）   ホテルオークラ ロビー・メインダイニング、新渡戸稲造記念碑、資生堂会館 
         文京区立鴎外記念本郷図書館、日夏耿之介詩碑、森鴎外文学碑 
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         三菱金属鉱業株式会社大井工場、秩父セメント株式会社熊谷工場 
1963（昭和 38）  永井荷風文学碑、田邊元墓碑、吉川英治墓所、不二禅堂、石井漠「山を登る」記念碑 
         資生堂画廊、大下夫人葬儀、展覧会 現代の眼「暮らしの中の日本の美」 
1964（昭和 39）  慶應義塾幼稚舎講堂、名古屋大学古川図書館、室生犀星文学碑、湘南ヨットハーバ  ー
1965（昭和 40）  乗泉寺、良寛記念館、正宗白鳥文学碑、尾崎士郎墓所、博物館明治村 
1966（昭和 41）  帝国劇場、山種美術館、出光美術館、石橋正二郎顕彰碑、大下正男葬儀（式場構成） 
         展覧会 現代の眼「東洋の幻想」 
1967（昭和 42）  上山市立斎藤茂吉記念館、名古屋鉄道株式会社本社役員室 
1968（昭和 43）  東大寺図書館、東京国立博物館東洋館、淡交ビルヂング、平和塔（ピース・パゴダ） 
         日本モンキーセンター栗栖研究所 
1969（昭和 44）  東京国立近代美術館、鴎外遺言碑、小説徳川家康記念碑、文学者之墓、柿傳 畳席 
         東宝ツインタワービル 
1970（昭和 45）  柿傳 椅子席、志賀直哉赤城文学碑、茶道研修会館、第二淡交ビル 
1971（昭和 46）  硫黄島戦没者の碑、ホテルオークラ・アムステルダム ロビー・メインダイニング 
         中山義秀文学碑、八王子乗泉寺霊園、東京會館、清水家墓所 
         第四高等学校寮歌記念碑（北の都の碑）、放送功労者顕彰碑（しあわせの像） 
         志賀直哉葬儀（式場構成） 
1972（昭和 47）  河文 水かがみの間、ホテルオークラ、亀井勝一郎墓碑 
1973（昭和 48）  比島戦没者の碑、ホテルオークラ別館 ロビー、春日大社収蔵庫（宝物館） 
         石川県立中央公園噴水広場、吉田富三墓碑・シロネズミの碑、森鴎外遺言碑 
1974（昭和 49）  中部太平洋戦没者の碑、迎賓館別館（游心亭）、吉屋信子墓碑、日本学士院会館 
         国立飛鳥資料館、佐藤春夫詩碑、新聞創刊の地記念碑 
1975（昭和 50）  山本和夫詩碑 
1976（昭和 51）  北原白秋歌碑（水影の碑）、吉川英治記念館、慶應義塾幼稚舎百年記念棟 
         岡崎市政六十年記念碑、吉井画廊 聊娯亭、一橋大学記念碑、武者小路実篤葬儀（式場構成） 
         馬籠集会所 
1977（昭和 52）  中河与一文学碑（愛恋無限の碑）、東京国立近代美術館工芸館 展示室 
         熊谷守一葬儀（式場構成）、古今サロン、展覧会 唐招提寺展（会場構成） 
1978（昭和 53）  岡鹿之助葬儀（式場構成）、愛知県陶磁資料館、金沢市立図書館古今文書館（内装） 






1970（昭和 45）   「適時適作の年に」（『新建築』1 月号） 
1928（昭和 3）  「コンクリートの表面仕上」（『建築学会パンフレット』11 月号） 
         「分離派批判」（『建築新潮』12 月号） 
1929（昭和 4）  「建築随想」（『建築新潮』4 月号）、「コルを掴む」（『国際建築』5 月号） 
         「国立バウハウスの想念と組成」（『建築新潮』11 月号）、「建築の出勤」（『建築紀元』12 月号）       
          「建築は口ではない」（『建築思潮』） 
1930（昭和 5）  「手を」（『建築新潮』2 月号）、「現に建てられた劇場に対して」（『工大蔵前新聞』4 月 14 日） 
         「ル・コルビュジエ検討」（『思想』12 月号） 
1931（昭和 6）  「建築」（『若草』6 月号）、「アパートメントの公室に就いて」（『建築世界』7 月号） 
         「新しき住居形式へ――一家族住宅より高層集合住宅建築へ――」（『経済往来』10 月号） 
         「建築装飾（一）」（『マツダ新報』10 月号）、「建築装飾（二）」（『マツダ新報』11 月号） 
1932（昭和 7）   「水力実験室設計覚え書」（『工大蔵前新聞』1 月 1 日） 
                  「サイロ内に於ける粉状物質の流動」（『建築雑誌』1 月号） 
                  「水力実験室設計覚え書」（『国際建築』11 月号） 
                  「鉄筋コンクリート構造建築物の伝熱に就て（Ⅰ）」（『建築雑誌』11 月号） 
                  「サイロ内に於ける粉状物質の流動」（『東京工業大学学報』第一巻第三号） 
1933（昭和 8）    「鉄筋コンクリート構造建築物の伝熱に就て（Ⅱ）」（『建築学会大会論文集』4 月号） 
                   「サイロ内に於ける粉状物質の流動」（『応用物理』7 月号） 
                   「鉄とガラスの感覚」（『工大蔵前新聞』6 月 26 日） 
                    座談会「一九三三年の建築を回顧する」（『新建築』12 月号） 
                   「応募図案の製図効果について」（『商店設計図案集』建築資料協会） 
1934（昭和 9）   「鉄筋コンクリート構造建築物の伝熱に就て（Ⅰ）」（『東京工業大学学報』第三巻第一二号）               
                   「ドイツ・スイス」（『建築雑誌臨時増刊・建築グラフ』） 
1935（昭和 10）  「室内空気の自然対流に関する模型実験」（『建築学会大会論文集』4 月号） 
                   「門」（『アサヒグラフ』5 月号）、「新しい建築美の意義」（『科学画報』6 月号） 
                   「夏季の建築気候」（『JOAK』6 月 25 日放送テキスト） 
                   「室内空気の自然対流を観察する方法」（『応用物理』11 月号） 
                   「スイス」（『建築雑誌臨時増刊・建築グラフ』）、「門の実用化」（『今日の住宅』朝日新聞社） 
1936（昭和 11）  「自余の弁」（『国際建築』6 月号）、「主張」（『建築知識』9 月号） 
                  「機械建築の内省」（『思想』10 月号）、「設計偶感」（『慶應倶楽部』10 月号） 
                  「南氏山荘」（『国際建築』10 月号） 
                  「空の巨鯨 LZ 一二九号・ニューヨーク市の鳥瞰」（『科学ペン』11 月号） 
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                  「化膿した建築意匠」（『科学ペン』12 月号） 
1937（昭和 12） 「ルネッサンスの咀嚼」（『新建築』2 月号）、「建築とヒューマニズム」（『雑記帳』3 月号） 
                 「民家趣味の誘惑」（『アトリエ』3 月号）、「建築の研究生として」（『新建築』5 月号） 
                 「作品を捧げる」（『国際建築』5 月号）、「材質の清らかさ」（『瓶史』第八巻秋の号） 
1938（昭和 13） 「建築意匠学・序説」（『建築雑誌』1 月号） 
                 「陸屋根建築物の風洞実験」（『建築学会大会論文集』第八号） 
                 「無題」（『科学ペン』1 月号＜僕の頁＞）、「詩人と壁の色」（『科学ペン』2 月号＜僕の頁＞） 
                 「椿と仏像」（『科学知識』4 月号）、「彩色彫刻」（『東京朝日新聞』5 月 14 日＜槍騎兵＞） 
                「歌舞伎の照明」（『東京朝日新聞』5 月 26 日＜槍騎兵＞） 
                「洋画の額縁」（『東京朝日新聞』5 月 30 日＜槍騎兵＞）、「イタリヤの意匠」（『改造』6 月号） 
                「逓信病院の建物」（『今月の臨床』6 月号）、「出会った葬式」（『科学主義工業』7 月号） 
                 書評「佐藤功一著 匠房雑話」（『東京朝日新聞』7 月 18 日） 
                「二笑亭の影絵」（『科学ペン』8 月号）、「捕虜」（『週刊朝日』9 月 11 日） 
1939（昭和 14） 「設計日誌の一節」（『国際建築』1 月号）、「二笑亭の建築」（『二笑亭奇譚』昭森社） 
                 「伯林便り」（『国際建築』3 月号）、「伯林通信（一）」（『今月の臨床』5 月号） 
                 「伯林通信（二）」（『今月の臨床』8 月号）、「マッターホーン」（『今月の臨床』8 月号） 
                 「欧州戦争の前夜」（『文藝春秋』12 月号） 
                 「ドイツの芸能祭（一）」（『東京朝日新聞』12 月 14 日） 
                 「ドイツの芸能祭（二）」（『東京朝日新聞』12 月 15 日） 
                 「ドイツの芸能祭（三）」（『東京朝日新聞』12 月 16 日） 
                 「隔板を設けたる矩形断面室内の暖房気流」（『建築学会論文集』第 9 号） 
1940（昭和 15） 「ベルゲン港まで」（『科学知識』1 月号） 
                  書評「佐藤武夫著 無双窓」（『東京朝日新聞』2 月 29 日）、「国際列車」（『文藝春秋』4 月号） 
                 「ナチスの建設活動」（『建築雑誌』6 月号）、「コペンハーゲンの街」（『現代建築』6 月号） 
                 「かげろふ」（『帝国大学新聞』6 月 24 日） 
                 「技術の実践と国策の実現――最近のドイツを視察して――」（『科学知識』7 月号） 
                 「建築の風圧問題とその耐風対策樹立の要望」（『建築雑誌』7 月号） 
                 「贅沢禁止と生活文化」（『婦人之友』8 月号）、「住居都市行脚」（『改造』9 月号（時局版）） 
                 「ドイツの建築」（『婦人画報』9 月号） 
                  座談会「文化政策に就いて」（『文学界』9 月号 出席者 諸井三郎・芳賀檀・中島健蔵）、「ベ                  
                  ルリンの冬（一）」（『花の書』第一号）、「外人の質問」（『公論』10 月号） 
                 「住宅営団の設立」（『東京朝日新聞』11 月 7 日＜曳光弾＞） 
                 「政治の演出」（『東京日日新聞』11 月 2 日＜生活の断片＞） 
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                 「明治の愛惜」（『東京日日新聞』11 月 8 日） 
                 「ピアノ線と卵の殻」（『東京日日新聞』11 月 9 日＜生活の断片＞） 
                 「浜もの」（『東京日日新聞』11 月 10 日＜生活の断片＞） 
                 「紋章」（『東京日日新聞』11 月 11 日＜生活の断片＞） 
                 「勾配屋根建築物の風圧実験」（『建築学会論文集』第一八号） 
                  座談会「大ドイツを語る」（『公論』） 
1941（昭和 16） 「イタリヤ新建築の印象」（『造形芸術』3 月号）、「国土美」（『公論』3 月号） 
                 「形の問題（一）」（『東京日日新聞』5 月 7 日）、「形の問題（二）」（『東京日日新聞』5 月 8 日） 
                 「形の問題（三）」（『東京日日新聞』5 月 9 日）、「壁のない部屋」（『婦人日本』7 月号） 
                 「道路と文化――ナチスの自動車道路に就て――」（『帝国大学新聞』8 月 10 日） 
                 「慶應義塾寄宿舎」（『報道写真』9 月号）、「戦時の住居」（『東京日日新聞』9 月 22 日） 
                 「建物の色（上）」（『中外商業新報』11 月 6 日）、「建物の色（中）」（『中外商業新報』11 月 7 日） 
                 「建物の色（下）」（『中外商業新報』11 月 8 日）、「形と線と」（『帝国大学新聞』11 月 10 日） 
                 「蒲鉾型屋根を有する飛行機格納庫建築の風圧」（『建築学会論文集』第 20 号） 
                 「風洞実験に於ける建築模型の方法効果と風圧係数」（『建築学会論文集』第 20 号） 
                 「住宅の防暑防寒に対する基礎的研究」（『同潤会パンフレット』） 
                  蝶型及び半蝶型屋根を有する飛行機格納庫建築の風圧」（『建築学会論文集』第 22 号） 
                 「ベルリンの冬（二）」（『花の書』第 2 号） 
1942（昭和 17） 「ベルリンの冬（三）」（『花の書』第 4 号） 
                 「日本間と西洋間の区別」（『すまひといふく』2 月号） 
                 「旗の美――姉妹美術について――」（『公論』3 月号） 
                  書評「田辺平学著 ドイツ防空科学国民生活」（『東京工業大学新聞』8 月号） 
                 「シンケルの古典主義建築」（『ギリシャの文化』大沢築地書店）、「書斎」（『新風土』10 月号） 
                  書評「藤島亥次郎 日本美と建築」（『建築雑誌』11 月号） 
                 「開口部による内圧について」（『建築学会論文集』第 25 号） 
                 「風向・風力・屋根形式について」（『建築学会論文集』第 25 号） 
                 「屋根勾配と風圧について」（『建築学会論文集』第 26 号） 
                 「局部風圧について」（『建築学会論文集』第 26 号） 
1943（昭和 18） 「桜の園」（『演劇』1 月号）、「みさゝぎ」（『公論』1 月号）、「風のゆかり」（『新風土』2 月号） 
                 「ドイツの建築総監」（『生活美術』7 月号）、「見えざる形」（『新文化』9 月号） 
1944（昭和 19） 「空爆と意匠心」（『朝日新聞』3 月 19 日）、「雪あかり日記 その一」（『文藝』11 月号） 
                 「雪あかり日記 その二」（『文藝』12 月号） 
1945（昭和 20） 「雪あかり日記 その三」（『文藝』1 月号）、「雪あかり日記 その四」（『文藝』2 月号） 
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                 「雪あかり日記 その五」（『文藝』3 月号） 
1946（昭和 21） 「慶應義塾と私」（『三田新聞』1 月 10 日）、「杢太郎先生」（『藝林閒歩』4 月号） 
                 「せせらぎ日記（一）」（『藝林閒歩』7 月号）、「せせらぎ日記（二）」（『藝林閒歩』9 月号） 
                 「せせらぎ日記（三）」（『藝林閒歩』10 月号）、「せせらぎ日記（四）」（『藝林閒歩』11 月号） 
                 「ミカンの皮」（『座右宝』第 4 号・第 5 号）、「造形力の芽ばえ」（『自由』第 6 号） 
                 「形の温度」（『造形』第 1 号） 
1947（昭和 22） 「秋声文学碑」（『藝林閒歩』11 月号）、『雪あかり日記』（東京出版） 
1948（昭和 23） 「藤村好み」（『藝林閒歩』1 月号）、「階段」（『婦人朝日』7 月号） 
                 「ヨーロッパの劇場から」（『婦人朝日』7 月号）、「かげろうの日」（『別冊文藝春秋』第 8 号） 
                 『清らかな意匠』（朝日新聞社） 
1949（昭和 24） 「カンパニーレ」（『塔』1 月号）、「室生寺五重塔」（『塔』2 月号） 
                 「エッフェル塔」（『塔』3 月号）、「馬籠の記念堂」（『新建築』3 月号） 
                 「ケルンの聖堂」『塔』4 月号）、「ピサの斜塔」『塔』5 月号）、「築地ホテル館」『塔』6 月号） 
                 「スイスの小礼拝堂」『塔』7 月号）、「ゲーテハウス」『塔』8 月号） 
1950（昭和 25） 「学生の青春に捧ぐ」（『新建築』1 月号） 
                  書評「佐原六郎著 塔の研究」（『読売新聞』1 月 28 日） 
                 「青春の館」（『三田文学』4 月号）、「壁画と建築」（『芸術新潮』4 月号） 
                 「美術の新しい開拓者」（『世界美術全集』「月報第一号」平凡社） 
                 「彫刻と建築」（『新建築』10 月号） 
                 「新＜万来舎＞の設計案・イサム・ノグチと握手して」（『国際建築』11 月号） 
                 「建築と壁画」（『毎日新聞』12 月 11 日）、「色のあせた写真」（『アサヒカメラ』9 月号） 
1951（昭和 26） 「慶應義塾と私――四号館・学生ホールを設計して――」（『三田新聞』1 月 10 日） 
                 「建築とは何か・建築の歴史」（『毎日ライブラリー・美術』毎日新聞社） 
                 「感想」（『建築雑誌』5 月号）、「ヴァンス礼拝堂の模型」（『アトリエ』6 月号） 
                「佐々木小次郎の墓」（『芸術新潮』6 月号）、「佐々木小次郎の墓」（『新建築』7 月号） 
                「ピサの斜塔」（『芸術新潮』11 月号） 
                「規格を活かす――建築家ノイトラ氏と会って――」（『朝日新聞』12 月 19 日） 
1952（昭和 27） 「新しい茶室の一試案」（『新建築』1 月号）、「壁面」（『週刊朝日』新年合併号） 
                 「郷土美の成長」（『北国新聞』1 月 6 日）、「慶應義塾・第二研究室」（『新建築』2 月号） 
                 「近代美術館」（『別冊文藝春秋』第 26 号）、「失われし名作」（『芸術新潮』3 月号） 
                 「ふとん」（『社会タイムス』5 月 15 日）、「花のバルコニー」（『芸術新潮』8 月号） 
                 「ズボン」（『東京新聞』9 月 30 日＜窓＞）、「チャブ台」（『東京新聞』10 月 7 日＜窓＞） 
                 「“よろず屋”過ぎる――建築家の立場から――」（『朝日新聞』11 月 22 日） 
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                  座談会「建物と広告」（『広告美術』第 1 号 出席者 金丸重嶺・板垣鷹穂） 
1953（昭和 28） 「初春訪問＜郷土文化人＞」（『北国新聞』1 月 18 日）、「藤村と梅の木」（『文藝春秋』2 月号） 
                 「野外劇場」（『群像』2 月号）、「傘と屋根」（『小説公園』4 月号） 
                 「雨と糸」（『建築文化』5 月号）、「馬籠の記念堂」（『信濃教育』8 月号） 
                  書評「伝記を補う調査――結城素明著 芸文家墓所誌」（『毎日新聞』8 月 31 日） 
                  対談「この頃の建築について」（『建築界』9 月号 出席者 青野季吉） 
                  書評「正確な観察と紹介――堀口捨己著・佐藤辰三写真 桂離宮」（『毎日新聞』11 月 2 日） 
                「毛越寺の古園」（『毎日新聞』11 月 6 日＜庭園を訪ねて＞） 
                「金閣寺の林泉」（『毎日新聞』11 月 17 日＜庭園を訪ねて＞） 
                「清涼殿 萩坪の庭」（『毎日新聞』11 月 25 日＜庭園を訪ねて＞） 
                「秋声文学碑のこと」（『北国新聞』11 月 18 日） 
                「国立科学博物館理工学館」（『第一七回新制作協会展パンフレット』） 
                「ベルリンの庭石」（『茶 私の見方』春秋社） 
1954（昭和 29） 「春雪」（『東京新聞』2 月 20 日） 
                  座談会「自然の中の芸術」（『心』3 月号 出席者 安倍能成・佐藤春夫・高村光太郎・田村剛） 
                 「濃い伝統・深い色」（『サンデー毎日』3 月 28 日号）、『意匠日記』（『読売新聞社』） 
                  座談会「日本建築」（『芸術新潮』6 月号 出席者 吉田五十八・岸田日出刀・堀口捨己） 
                 「水影」（『小説新潮』6 月号）、「吉田五十八」（『芸術新潮』8 月号） 
                 「紀念柱」（『日本経済新聞』10 月 20 日＜美の美＞） 
                 「修学院離宮」（『日本経済新聞』10 月 29 日＜美の美＞）、「人工かげろう」（『知性』11 月号） 
                 「金堂落慶」（『芸術新潮』12 月号） 
1955（昭和 30）  「展示について」（『国際建築』1 月号）、「（無題）」（『文藝春秋』1 月号＜寸言葉＞） 
                 「（無題）」（『文藝春秋』2 月号＜寸言葉＞）、「（無題）」（『文藝春秋』3 月号＜寸言葉＞） 
                 「展示について」（『現代の眼』東都文化出版） 
                 「記念の造形――墓碑設計者の片言――」（『新建築』4 月号）、「森鴎外詩碑」（『新建築』4 月号） 
                 「尾山神社神門」（『日本経済新聞』4 月 2 日＜美の美＞） 
                 「天竜寺庭園」（『日本経済新聞』5 月 13 日＜美の美＞） 
                 「岸田さんの作風と風格」（『現代随想全集』第 28 巻）、「タタミとイス」（『世界』6 月号） 
                 「世相の表情」（『朝日新聞』6 月 15 日）、「古代美の再現」（『婦人之友』9 月号） 
                 「設計者の立場――現代のすまい・志賀直哉邸――」（『芸術新潮』9 月号） 
                  書評「設計者の作風考察――和辻哲郎著 桂離宮」（『毎日新聞』11 月 28 日） 
                 「私のカメラ・アイ 壁」（『カメラ毎日』1 月号） 
                 「Tatami and Chair 」（“JAPAN QUARTERLY”July-September） 
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1956（昭和 31） 「志賀直哉邸」（『国際建築』1 月号） 
                 「谷口吉郎の人と作品＜露路のある家・緑の誘い・高原の長屋・プールのある風景＞」（『新建築』          
                  1 月号）、対談「谷口吉郎氏との 30 分」（『新建築』1 月号 出席者 浜口隆一） 
                  対談「新しい造形美を求めて」（『婦人倶楽部』2 月号 出席者 亀井勝一郎） 
                 「高田保墓碑・薄田泣菫詩碑」（『国際建築』2 月号） 
                 「家と庭」（『生活のなかの近代美術』毎日新聞社）、「雪」（『毎日新聞』4 月 3 日） 
                 「男子裸像」（『東京新聞』4 月 10 日＜私の美術鑑賞＞） 
                 「高原の長屋」（『MODERN LIVING』春の号） 
                 「十和田湖記念像由来」（『文藝・高村光太郎読本』臨時増刊 5 月号） 
                 「祭壇の設計」（『心』6 月号）、「はじめに・日本住宅の伝統と意義」（『みんなの住い』河出書房） 
                 「村野さんの作風」（『日刊建設通信』7 月 26 日） 
                 「手紙にかえて 顔・剣持勇」（『リビングデザイン』8 月号） 
                  座談会「現代建築について」（『心』9 月号 出席者 安倍能成・関野克・志賀直哉・竹山謙三 
                  郎・辰野隆）、「清潔な自動工場に」（『国際建築』9 月号） 
                 「解説」（『日本美の発見』日本放送出版協会）、『修学院離宮』（『毎日新聞社』） 
                 「セメント・シンフォニー」（『新建築』10 月号） 
                 「おしいれの配置」（『サンデー毎日』8 月 19 日号）、「自由の台座」（『自由の群像パンフレット』） 
                 「墓碑製作者のメモ」（『季節』第 2 号） 
                 「The Traditional Japanese House and its Contemporary Significance」（『JAPAN   
                   QUARTERLY』April-June） 
1957（昭和 32） 「日本家屋への誘い」（『東京新聞』2 月 18 日）、「修学院離宮の庭」（『新建築』4 月号） 
                 『日本の住宅』（講談社）、「掲示場」（『毎日新聞』8 月 10 日＜茶の間＞） 
                 「声と耳」（『放送文化』9 月号）、「美的教養は街角でこそ高められる」（『知性』9 月号） 
                  書評「新鋭な感覚で急所つく――ミッシュル・ラゴン著 抽象芸術の冒険」（『日本経済新聞』 
                  9 月 23 日）、「現代の庭」（『芸術新潮』10 月号） 
                  対談「現代仏教建築について――宗教的真なるものと美の特質」（『在家仏教』11 月号 出席者  
                  北川桃雄・増谷文雄）、「すかんぽ碑」（『群像』11 月号） 
                「自動トビラ」（『娯楽よみうり』第 22 号）、「視野」（『亀井勝一郎選集』「月報第一号」講談社） 
                  座談会「都市の特色を如何にして保存するか」（『市政』5 月号 出席者 有光次郎・井下清・ 
                  金森徳次郎他） 
1958（昭和 33） 「山荘・本宅」（『新建築』1 月号）、「和風と洋風」（『芸術新潮』1 月号） 
                 「ミロのアトリエ」（『芸術新潮』5 月号） 
                  書評「桶谷繁雄著 欧州スクーター旅行」（『日本経済新聞』6 月 9 日） 
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                 「文学碑と工場建築の美学」（『東京新聞』9 月 30 日＜美術芸談＞） 
                 「慶應義塾発祥記念碑由来」（『新建築』10 月号） 
                  座談会「明日の＜小住宅＞にもとめるもの」（『新建築』11 月号 出席者 清水一・吉村順三） 
                 「手まり」（『毎日新聞』12 月 20 日＜茶の間＞）、「除幕式に参列して」（『三田評論』7 月号） 
1959（昭和 34） 「音響と思索」（『建築文化』1 月号） 
                 「原敬記念館・東京工業大学創立七〇年記念講堂」（『新建築』1 月号） 
                 「美術の演出」（『北国新聞』1 月 1 日）、「窓の表情」（『中部日本新聞』1 月 13 日） 
                 「原敬記念館」（『文藝春秋』3 月号） 
                  書評「視覚の風物詩――徳永正三著 ヨーロッパの生活と建築」（『週刊読書人』11 月 23 日） 
                 「石川県美術館」（『新建築』12 月号）、推薦文「推薦のことば」（『茶室』淡交新社） 
                  書評「茶室と図面――千宗室・村田治郎・北村伝兵衛編著 茶室」（『毎日新聞』12 月 28 日） 
1960（昭和 35） 「片町今昔」（『北国新聞』1 月 3 日）、「工場遊覧」（『東京新聞』1 月 9 日＜石筆＞） 
                 「メートル間」（『東京新聞』1 月 16 日＜石筆＞）、「左と右」（『東京新聞』1 月 23 日＜石筆＞） 
                 「政治家と美意識」（『東京新聞』1 月 30 日＜石筆＞） 
                 「ぎぼうしゅ」（『東京新聞』2 月 6 日＜石筆＞）、「郷土愛」（『東京新聞』2 月 13 日＜石筆＞） 
                 「生産地帯」（『東京新聞』2 月 20 日＜石筆＞） 
                 「オリンピック美」（『東京新聞』2 月 27 日＜石筆＞） 
                 「農村アパート」（『東京新聞』3 月 5 日＜石筆＞） 
                 「外人技師」（『東京新聞』3 月 12 日＜石筆＞） 
                 「十二湖（『東京新聞』3 月 19 日＜石筆＞）、「旧婚旅行」（『東京新聞』3 月 26 日＜石筆＞） 
                 「カブラずし」（『週刊朝日』1 月 17 日号＜我家のつけもの＞）、「観光施設と美的倫理」（『朝日新聞』3 月 5 日） 
                 「日本住宅の合理性と詩情（上）」（『国際文化』3 月号）、「日本住宅の合理性と詩情（下）」（『国際文化』4 月号） 
                 「設計メモ」（『新建築』6 月号）、『日本建築の曲線的意匠・序説』（新潮社）、「陶棺」（『毎日新聞』8 月 6 日＜茶室＞） 
         「彫刻の耐久性のこと――美術展評・彫刻＜二科・院展・行動展＞――」（『朝日新聞』9 月 8 日） 
                 「世界語としての「しぶい」」（『芸術新潮』11 月号）、「作品を通じての建築論」（『建築雑誌』12 月号） 
1961（昭和 36） 「あしおと――続・せせらぎ日記――」（『文学散歩』1 月号）、「告白・絶唱・桃李の里」（『新建築』2 月号） 
                 「庭のかたすみ」（『国際文化』2 月号）、「石の伽藍」（『国際文化』3 月号）、「城の石垣」（『国際文化』4 月号） 
                 「天井」（『国際文化』5 月号）、「石灰壇」（『国際文化』6 月号）、「扁舟」（『国際文化』7 月号） 
                 「修学院離宮」（『文学散歩』6 月号）、「湖畔の像」（『文学散歩』10 月号） 
                 「修学院離宮の見どころと真価」（『旅』10 月号）、「私の先生」（『朝日新聞』10 月 23 日） 
1962（昭和 37） 「東京大司教区カトリック聖堂競技設計」（『建築』7 月号） 
                 「ミカンの皮の意匠他」（『科学随筆全集 第 14 巻』学生社） 
                 「和洋の造形美」（『朝日ジャーナル』8 月 5 日号＜鑑賞席＞） 
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                  座談会「秋の夜話」（『心』11 月号 出席者 梅原龍三郎・谷川徹三・武者小路実篤） 
                 「銀座の格調」（『花椿』11 月号）、「店の身だしなみ」（『新建築』11 月号）、『修学院離宮』（淡交新社） 
                 「設計者として」（『資生堂会館竣工パンフレット』）、「設計に当って」（『ホテルオークラ竣工パンフレット』） 
                 「随想」（『窯業協会雑誌』2 月号） 
1963（昭和 38） 「聖堂」（『東京新聞』1 月 8 日）、「破り継ぎ」（『芸術新潮』2 月号）、「祈祷の意匠」（『新建築』3 月号） 
                 「追憶」（『毎日新聞』4 月 15 日＜記念碑十話＞）、「魂の肖像」（『毎日新聞』4 月 16 日＜記念碑十話＞） 
                 「無名戦士の墓」（『毎日新聞』4 月 17 日＜記念碑十話＞）、「論吉碑」（『毎日新聞』4 月 18 日＜記念碑十話＞） 
                 「光太郎碑」（『毎日新聞』4 月 21 日＜記念碑十話＞）、「原敬碑」（『毎日新聞』4 月 22 日＜記念碑十話＞） 
                 「ぶらりひょうたん碑」（『毎日新聞』4 月 23 日＜記念碑十話＞） 
                 「小次郎碑」（『毎日新聞』4 月 24 日＜記念碑十話＞）、「藤村記念堂（上）」（『毎日新聞』4 月 25 日＜記念碑十話＞） 
                 「藤村記念堂（下）」（『毎日新聞』4 月 26 日＜記念碑十話＞）、「日本の曲線」（『芸術新潮』5 月号） 
                  座談会「世代の対話」（『中部日本新聞』5 月 16 日 出席者 大高正人・土方定一） 
                 「記念碑十話」（『十人百話』第四集） 
1964（昭和 39） 対談「県都金沢の文化遺産を守る道」（『北陸中日新聞』1 月 3 日 出席者 林屋亀次郎） 
                「音響の意匠」（『新建築』7 月号）、「建築への愛惜」（『建築の造形』毎日新聞社） 
                 「通人かたぎ」（『白川忍氏披露式挨拶状』）、序文「推薦のことば」（『ユースホステル建築』井上書院） 
                 「不二禅堂の建築について」（『帰一』第二三号） 
1965（昭和 40） 「ウィーンの地震」（『文藝春秋』3 月号）、対談「茶道と現代工芸」（『淡交』増刊号第 16 号 出席者 谷川徹三） 
                 「深夜の旅情」（『建築公論』5 月号）、「吉田五十八氏の作風」（『国際情報』5 月号） 
                  特集谷口吉郎・対談「谷口吉郎氏に聞く」（『建築』8 月号 出席者 川添登） 
                 「サンフランシスコに立つ平和塔」（『太平洋市民』6 月号）、「白鳥文学碑の設計」（『読売新聞』8 月 17 日） 
                  書評「住まいに見る人世のカルテ――西山卯三著 住み方の記」（『展望』9 月号） 
                  書評「家と人と社会――吉阪隆正著 住居学」（『朝日ジャーナル』10 月 3 日号） 
                  志賀直哉編『座右宝』（『朝日新聞』10 月 24 日＜一冊の本＞）、推薦文「推薦のことば」（『中国の庭』求龍堂） 
                  座談会「随筆寄席・明治村へ行く」（『随筆サンケイ』8 月特別号 出席者 加藤源蔵・渋沢秀雄・徳川夢声・野田宇 
                  太郎・林髞）、推薦文「生活環境の文字」（『レタリングの造型と社会性』求龍堂） 
                  推薦文「レンズによる古代の再確認」（『古寺巡礼 第 2 集』美術出版社） 
1966（昭和 41） 「寂境」（『建築文化』2 月号）、「乗泉寺」（『近代建築』2 月号）、「第一義天」（『新建築』2 月号） 
                  書評「桐敷真次郎著 明治の建築」（『日本経済新聞』2 月 7 日） 
                 「なぜ建築学を選んだか」（『サンケイ新聞』2 月 15 日） 
                  対談「ふたりで話そう」（『週刊朝日』3 月 25 日号 出席者 猪熊弦一郎） 
                 「財団法人明治村の設立について」（『建築雑誌 建築年報 1966 年』） 
                 「座右宝」（『一冊の本』第三号）、書評「装飾観と細みの境地――河北倫明著 日本美術入門」（『S・D』8 月号） 
 124 
                  書評「素朴の美の永遠性――ブルーノ・タウト著 日本の家屋と生活」（『朝日ジャーナル』9 月 11 日号） 
                 「ごきみつさん」（『北国新聞』10 月 31 日）、「新帝劇の建築意匠」（『新建築』11 月号） 
                  座談会「造型美術について」（『心』11 月号 出席者 谷川徹三・武者小路実篤・浜田庄司・林武） 
                 「文学碑二十年」（『群像』12 月号）、推薦文「明治の表情」（『明治の旅』明治書房） 
                 「木・竹の意匠」（『日本の工芸 8 木・竹』淡交新社）、「設計に際して」（『山種美術館竣工パンフレット』） 
1967（昭和 42） 「建築と工芸」（『月刊文化財』1 月号）、「地方都市の造形的自覚」（『芸術生活』2 月号） 
                 「鎮魂の意匠」（『文藝春秋』2 月号）、『雪あかり日記』（雪華社）、「出版と建築」（『出版クラブだより』第 26 号） 
                  座談会「総合美について」（『心』5 月号 出席者 嘉門安雄・谷川徹三） 
                  対談「建築は国宝づくりの気構えで……」（『財界』5 月 1 日号 出席者 安田幾久男） 
                  対談「四校時代の友情でできた“明治村”」（『財界』5 月 15 日号 出席者 土川元夫） 
                  序文「明治の開花」（『明治建築案内』井上書院）、「馬籠の藤村記念堂」（『藤村全集』「パンフレット」筑摩書房）  
1968（昭和 43） 「花の思い出」（『なにはづ』春の号第 3 集）、「洗われるノートルダム」（『朝日新聞 PR 版』5 月 12 日＜うちそと＞） 
                 「エール大学の一日」（『朝日新聞 PR 版』5 月 26 日＜うちそと＞） 
                 「金沢の川と森」（『読売新聞 PR 版 わが郷土いしかわ』7 月） 
                 「まいういーく」（『週刊朝日』8 月 2 日号＜公私拝見＞） 
                 「東宮御所・設計覚え書」（『東宮御所 建築・美術・庭園』毎日新聞社）、「建築の史劇的演出」（『建築雑誌』9 月号） 
                 「極東の美」（『東京国立博物館 東洋館竣工パンフレット』）、「極東の美術眼」（『建築文化』12 月号） 
                 「極東の美術眼」（『新建築』12 月号）、「槇さんとの結縁」（『三田評論』12 月号） 
                 「求道の造形・乗泉寺本堂」（『読売新聞』12 月 29 日）、「慶應義塾大学研究室の彫刻「無」」（『建築東京』） 
                  推薦文「孤独に徹した建築家」（『吉田鉄郎建築作品集』東海大学出版会） 
                  推薦文「推薦の言葉」（『古美術図録』読売新聞社） 
1969（昭和 44） 「慶應義塾の演説館と図書館――その文化財としての意義――」（『三田評論』2 月号） 
                 「雪がみなり」（『室内』4 月号）、「娘と私」（『文藝春秋』6 月号） 
                 「パウル・クレーとバウ・ハウス」（『東京新聞』6 月 4 日） 
                 対談「建築における美意識」（『三田評論』7 月号 出席者 槇文彦） 
                「ワルター・グロピウスをいたむ」（『東京新聞』7 月 8 日）、「東京国立近代美術館」（『新建築』8 月号） 
                「わが金沢」（『近代建築』10 月号）、「屋根の色」（『諸君』11 月号） 
                「品川ガラス工場の開館に当って」（『工部省品川硝子製造所記念展示』） 
                「序文」（『水沢工務店作品集』水沢工務店）、「推薦文」（『書院』創元社）、「推薦文」（『柿伝・懐石パンフレット』） 
                「推薦文」（『家相の科学』光文社）、「不二禅堂・十和田湖記念碑」（『天極を指す』求龍堂） 
                「武甲山の山容」（『諸井貫一追想文集』秩父セメント株式会社）、「挨拶」（『国立近代美術館竣工パンフレット』） 
                「挨拶」（『東宝日比谷ビル竣工パンフレット』） 
1970（昭和 45） 「明治村と犬山・明治村縁起（１）」（『明治村通信』第 1 号）、「発心・明治村縁起（２）」（『明治村通信』第 2 号） 
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                 「鴎外の遺言碑」（『心』3 月号）、「五周年を迎える明治村」（『読売新聞』3 月 16 日） 
                 「有機無機」（『読売新聞』4 月 5 日＜人生のことば＞）、「同級生交歓」（『文藝春秋』12 月号） 
                 「Wood and Bamboo」（『CHANOYU QUARTERLY』Vol.1 No.4） 
                 「裏日本」（『古代の日本』「月報第 5 号」角川書店） 
                 「二つの重要文化財・三田演説館と図書館」（『大学はかくありたい』慶応義塾大学） 
                  推薦文「鈴木重吉氏と明治建築」（『明治建築』恵雅堂出版） 
1971（昭和 46） 「鴎外・漱石の旧宅」（『自然と文化』第 5 号）、「緑陰清談」（『日本の屋根』8 月号） 
                 「徳川夢声さんを悼む」（『明治村通信』第 17 号）、「合掌」（『西日本新聞』10 月 1 日＜回想の海老原喜之助＞） 
                 「東宮御所の「日月四季図」（『日本美術』11 月号）、対談「人間と建築への挑戦」（『潮』11 月号 出席者 丹下健三） 
                 「白いバラ一輪」（『心』12 月号）、「設計者のことば」（『建築と都市（A＋U）』12 月号） 
                  推薦文「古建築の実証的カルテ」（『日本建築史基礎資料集成』中央公論美術出版） 
                「五周年を迎える明治村――ポンコツ屋の喜び――」（『明治村評判帖 1』財団法人博物館明治村） 
                  推薦文「推薦のことば」（『西洋館の旅』明治書房） 
1972（昭和 47） 「無名戦士の墓・千鳥ケ淵戦没者墓苑」（『千鳥ケ淵』第 62 号）、「東京会館の意匠あれこれ」（『近代建築』3 月号） 
                 「馬籠の記念堂」（『近代建築』3 月号）、「街かどの独白」（『新建築』3 月号） 
                 「七周年を迎えて」（『明治村通信』第 24 号）、推薦文「古筆にこもる最高の美」（『野辺のみどり』淡交社） 
                 「＜花の書＞の仲間」（『日本経済新聞』7 月 17 日＜交遊抄＞） 
                 「小泉八雲の家紋」（『芸術新潮』10 月号＜ぴいぷる＞）、「慰霊碑」（『潮』11 月号） 
                 「文化勲章・功労者の人びと―内田祥三―」（『読売新聞』11 月 10 日） 
                 「一碗の温情」（『新建築』12 月号＜吉岡保五郎氏を偲ぶ＞） 
1973（昭和 48） 「八周年を迎える明治村」（『中日新聞』3 月 17 日）、「すだれ」（『婦人と暮し』春の号＜日本の住の心＞） 
                 「板の間」（『婦人と暮し』夏の号＜日本の住の心＞）、「風呂」（『婦人と暮し』秋の号＜日本の住の心＞） 
                 「玄関」（『婦人と暮し』冬の号＜日本の住の心＞）、「狂える意匠 二笑亭」（『建築』5 月号） 
                 「春日大社新収蔵庫の竣工に際して」（『奈良県観光』5 月 10 日）、「慶應義塾と蘭学発祥の地記念碑」（『泉』第 1 号） 
                 「鴎外碑」（『泉』第 2 号）、「犀星碑」（『泉』第 3 号）、「仏塔礼拝」（『新建築』6 月号） 
                 「シレニスの浮彫墓碑」（『日本経済新聞』6 月 8 日）、「古城に見る建築美」（『文藝春秋』臨時増刊 7 月号） 
                 「魂の肖像」（『芸術新潮』7 月号）、「水かがみ」（『新建築』8 月号）、「建築意匠と私」（『東京新聞』10 月 31 日） 
                 「私の城」（『週刊朝日』12 月 7 日号）、「イサム・ノグチとの出会い」（『イサム・ノグチ彫刻展パンフレット』） 
                 「推薦文」（『日本の陶磁』中央公論社）、推薦文「透徹した作風」（『家と庭の空間構成』鹿島出版会） 
                 「明治建築の「移築保存」（『明治村パンフレット』） 
1974（昭和 49） 「かまど」（『婦人と暮し』春の号＜日本の住の心＞）、「坪庭」（『婦人と暮し』夏の号＜日本の住の心＞） 
                 「井戸」（『婦人と暮し』秋の号＜日本の住の心＞）、「門」（『婦人と暮し』冬の号＜日本の住の心＞） 
                 対談「谷口吉郎氏建築を語る」（『日刊建設通信』1 月 1 日 出席者 伊藤ていじ） 
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                 対談「新春対談」（『現代の眼』2 月号 出席者 岡田譲）、「墓碑の意匠」（『文藝春秋』2 月号） 
                 「犀川」（『日本経済新聞』2 月 1 日＜私の履歴書＞）、「雪国の冬」（『日本経済新聞』2 月 2 日＜私の履歴書＞） 
                 「人生の背景」（『日本経済新聞』2 月 3 日＜私の履歴書＞）、「片町素描」（『日本経済新聞』2 月 4 日＜私の履歴書＞） 
                 「窯元」（『日本経済新聞』2 月 5 日＜私の履歴書＞）、「わが父」（『日本経済新聞』2 月 6 日＜私の履歴書＞） 
                 「幼年時代」（『日本経済新聞』2 月 7 日＜私の履歴書＞）、「中学生」（『日本経済新聞』2 月 8 日＜私の履歴書＞） 
                 「四高時代」（『日本経済新聞』2 月 9 日＜私の履歴書＞）、「建築家志望」（『日本経済新聞』2 月 10 日＜私の履歴書＞） 
                 「建築学科」（『日本経済新聞』2 月 11 日＜私の履歴書＞）、「大学時代」（『日本経済新聞』2 月 12 日＜私の履歴書＞） 
                 「風圧の研究」（『日本経済新聞』2 月 13 日＜私の履歴書＞） 
                 「結婚の頃」（『日本経済新聞』2 月 14 日＜私の履歴書＞） 
                 「慶應義塾と私」（『日本経済新聞』2 月 15 日＜私の履歴書＞） 
                 「ドイツの冬」（『日本経済新聞』2 月 16 日＜私の履歴書＞） 
                 「戦火を逃れて」（『日本経済新聞』2 月 17 日＜私の履歴書＞） 
                 「戦時中」（『日本経済新聞』2 月 18 日＜私の履歴書＞）、「終戦直後」「（『日本経済新聞』2 月 19 日＜私の履歴書＞） 
                 「記念碑」（『日本経済新聞』2 月 20 日＜私の履歴書＞）、「宗教の意匠」（『日本経済新聞』2 月 21 日＜私の履歴書＞） 
         「多彩な作品」（『日本経済新聞』2 月 22 日＜私の履歴書＞） 
                 「住まいの意匠」（『日本経済新聞』2 月 23 日＜私の履歴書＞） 
                 「美術館」（『日本経済新聞』2 月 24 日＜私の履歴書＞）、「設計と私」（『日本経済新聞』2 月 25 日＜私の履歴書＞） 
                 「明治村」（『日本経済新聞』2 月 26 日＜私の履歴書＞）、「荷風碑」（『泉』第 4 号） 
                 「二つの佐藤春夫碑」（『泉』第 5 号）、「高田保碑」（『泉』第 6 号）、「杢太郎詩碑」（『泉』第 7 号） 
                 「生涯を貫く作風」（『新建築』4 月号）、「和風別館の設計」（日刊建設通信 4 月 23 日） 
                 「くつろぎの場を」（『毎日グラフ 迎賓館のすべて』4 月 28 日号）、「美を語る」（『新美術新聞』5 月 1 日） 
                 「湖畔の碑」（『読売新聞』6 月 2 日）、「迎賓館の和風別館」（『サンケイ新聞』7 月 27 日） 
                 「こころにひびくことば」（『PHP』8 月号）、「エレベーターの押しボタン」（『正論』12 月号） 
                  座談会「明治村繁盛記」（『都市住宅』9 月号 出席者 菊池重郎・長谷川堯） 
                 『雪あかり日記』（中央公論美術出版）、「歴史の証言者」（『文藝春秋デラックス』10 月号） 
                 『建築に生きる』（日本経済新聞社） 
1975（昭和 50） 「露地庭」（『婦人と暮し』春の号＜日本の住の心＞）、「算段」（『婦人と暮し』盛夏号＜日本の住の心＞） 
                 「明かり窓」（『婦人と暮し』秋の号＜日本の住の心＞）、「屋根」（『婦人と暮し』冬の号＜日本の住の心＞） 
                 「好きなことば」（『サンケイ新聞』1 月 26 日）、「たのもしい友」（『生涯一書生』土川元夫顕彰会） 
                 「秋声文学碑」（『泉』3 月号）、「吉川英治さんの墓碑」（『泉』6 月号）、「火野葦平文学碑」（『泉』10 月号） 
                 「十周年を迎えた明治村」（『自然』3 月号）、推薦文「茶の初心への教示」（『原色茶道大辞典』淡交社） 
                   推薦文「不昧公の活眼」（『雲州蔵帳』歴史図書社）、「名城のある城下町」（『文藝春秋デラックス』特大号 5 月号） 
                   序文「五彩の美意識」（『古九谷』講談社）、「随想 鉄と私」（『日本鋼構造協会誌』8 月号） 
 資料  127
                 「橋のたもと」（『婦人之友』8 月号）、「一座建立」（『現代』10 月号） 
                 「杉山寧氏の画心」（『アート・トップ』第 28 号）、序文「修学院離宮」（『御所離宮の庭』世界文化社） 
                   序文「生涯を貫く作風」（『吉田五十八作品集』新建築社）、「和風の意匠」（『迎賓館赤坂離宮』毎日新聞社） 
1976（昭和 51） 「迎賓館別館茶室の名品」（『文藝春秋デラックス』1 月号）、「土塀」（『婦人と暮し』1 月号＜日本の住の心＞） 
                 「渡り廊下」（『婦人と暮し』3 月号＜日本の住の心＞）、「衝立」（『婦人と暮し』5 月号＜日本の住の心＞） 
                 「土間」（『婦人と暮し』7 月号＜日本の住の心＞）、「犬矢来」（『婦人と暮し』9 月号＜日本の住の心＞） 
                「屋根裏」（『婦人と暮し』11 月号＜日本の住の心＞）、「原敬記念館」（『泉』1 月号）、「中山義秀文学碑」（『泉』3 月号） 
                 「石井漠記念碑」（『泉 7 月号』）、「薄田泣菫詩碑」（『泉』11 月号） 
                  対談「木と日本建築」（『ina（伊奈）』1 月号 出席者 神代雄一郎） 
                  座談会「栗田英男氏の蒐集哲学」（『月刊美術』2 月号 出席者 栗田英男・ドナルド・キーン） 
                 「実学と虚学（6）」（『日本経済新聞』2 月 16 日）、推薦文「陶磁のたくましい造形力」（『陶磁のこま犬』求龍堂） 
                 『博物館明治村』（淡交社）、推薦文「美濃焼の血脈」（『美濃の古陶』光琳出版） 
                 「このごろ―明治村が一一周年移築建物そろう―」（『毎日新聞』3 月 19 日） 
                  座談会「帝国ホテル新話」（『銀座百点』4 月号 出席者 円地文子・東谷弘・戸板康二） 
                 「桂離宮の解体修理」（『サンケイ新聞』4 月 8 日） 
                  推薦文「実証的な解説による建築史」（『日本の建築』第一法規出版） 
                 「ふるさとへの手紙」（『朝日新聞』（北陸版）5 月 22 日）、「きびしい風土の中の造形美」（『建築雑誌』6 月号） 
                  推薦文「意匠の魂」（『フランク・ロイド・ライトの世界』技報堂出版） 
                 「児童の読書と先生方の思索の場として」（『日経アーキテクチュア』12 月 27 日号） 
                  対談「建築近代史―松田・平田・坂本設計事務所四五周年を祝して―」（『日刊建設工業新聞』10 月 15 日 出席者 村 
                  野藤吾）、「淡々とした温情」（『精中無限忌茶会図録』淡交社）、「金沢と私」（『北国新聞』11 月 9 日） 
                 「荷物専用エレベーターに」（『別冊週刊読売』12 月特集号）、「花の書」（『太陽』12 月号） 
                   対談「生きることを建築に求めて」（『新建築』12 月号 出席者 村松貞次郎） 
1977（昭和 52） 「追慕の館」（『新建築』1 月号）、「モザイク・ガラス」（『芸術新潮』1 月号） 
                 「四十年の伴侶」（『内田英二先生退職記念文集』文化総合出版） 
                  対談「心で趣味を」（『週刊読売』1 月 19 日号 出席者 白洲正子） 
                 「囲炉裏」（『婦人と暮し』1 月号＜日本の住の心＞）、「障子」（『婦人と暮し』2 月号＜日本の住の心＞） 
                 「縁側」（『婦人と暮し』3 月号＜日本の住の心＞）、「あがり口」（『婦人と暮し』4 月号＜日本の住の心＞） 
                 「沓ぬぎ石」（『婦人と暮し』5 月号＜日本の住の心＞）、「白壁」（『婦人と暮し』6 月号＜日本の住の心＞） 
                 「つくばい」（『婦人と暮し』7 月号＜日本の住の心＞）、「吹き抜け」（『婦人と暮し』8 月号＜日本の住の心＞） 
                 「防火用水」（『婦人と暮し』9 月号＜日本の住の心＞）、「障子戸」（『婦人と暮し』10 月号＜日本の住の心＞） 
                 「露天の厨房」（『婦人と暮し』11 月号＜日本の住の心＞）、「蔵」（『婦人と暮し』12 月号＜日本の住の心＞） 
                 「新渡戸稲造記念碑」（『泉』2 月号）、「北原白秋」（『泉』5 月号）、「日夏耿之介詩碑」（『泉』8 月号） 
 128 
                 「田辺元記念碑」（『泉』11 月号）「無の韻々」（『草野心平個展パンフレット』）、 
                 「くつろぎの茶」（『明日への茶道入門』淡交社）、対談「建築と風土」（『木』4 月号 出席者 中村昌生） 
                 「作品を捧げる」（『建築雑誌』4 月号）、「明治建築の野外博物館」（『カラー明治村への招待』淡交社） 
                 「明治村がもしなかったら―開村十二周年に際して―」（『明治村通信』82 号） 
                 「明治村と実況放送」（『NHK 中部本部新聞』4 月号）、「訪問の前奏曲」（『玄関の庭』毎日新聞社） 
                  序文「歴史の総合美」（『裏千家今日庵』淡交社） 
                  対談「建築と壁画のめぐりあい」（『東山魁夷昭和三大障壁画』実業之日本社 出席者 高尾亮一） 
                  座談会「工芸の城下町＜故郷の伝統工芸あれこれ＞」（『日本の伝統工芸③ 加賀・能登』講談社 出席者 嶋崎丞・ 
                  松田権六）、推薦文「散歩の詩情」（『野田宇太郎 文学散歩』文一総合出版） 
                  推薦文「達眼の監修」（『大徳寺歴代墨蹟精粋』読売新聞社） 
                 「和風意匠の新しい感銘を求めて」（『ディテール』7 月号） 
                  座談会「パリ・唐招提寺展の舞台裏」（『国際交流』8 月号 出席者 東山魁夷） 
                  推薦文「座敷と露地によせて」（『茶の本』新潮社）、「常に主役を演じて」（『中部読売新聞』9 月 22 日） 
                 「松風閣の修復工事をたたえる」（『松風閣とその庭園』北陸放送出版） 
                  対談「浜田庄司・人と作品」（『NHK 日曜美術館 第六集』学習研究社 出席者 吉田耕三） 
1978（昭和 53） 対談「消えゆくものの美」（『国立劇場』1 月号 出席者 井上靖）、「吉屋信子墓碑」（『泉』2 月号） 
                「石橋正二郎墓所」（『泉』11 月号）、「シリーズ日本人」（『中央公論』3 月号） 
                「駅前広場の排気塔」（『サンケイ新聞』4 月 5 日＜日本美について＞） 
                 推薦文「生活と数寄屋の美」（『数寄屋門』小学館） 
                 推薦文「気韻生動の作風」（『白井晟一 建築とその世界』世界文化社）、「明治村百感」（『明治村通信』100 号） 
                「弔辞」（『明治村通信』100 号）、「竹天井」（シリーズ＜日本の住の心＞の最終稿として書かれる） 
1979（昭和 54） 『記念碑散歩』（文藝春秋） 
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吉田五十八の作品リスト・論文リスト 
作品目録（吉田五十八作品集編集委員会編集「作品年譜」『吉田五十八作品集』、新建築社、1980 参照） 
1919（大正 8）  吉井邸 
1922（大正 11）  大木邸 
1925（大正 14）  志水邸、渡辺邸 
1927（昭和 2）  遠山商店 
1928（昭和 3）  今井邸、狐ヶ崎遊園地パビリオン、吉住小三蔵邸、石川邸、大木合名会社、丹平商会東京支店            
         太田家之墓、町田商店 
1929（昭和 4）  藤沢商店東京支店、佐野邸 
1930（昭和 5）  黒田邸 
1931（昭和 6）  関谷邸 
1932（昭和 7）  太田信義薬房工場、鏑木清方邸、吉住小三蔵別邸 
1933（昭和 8）   喜雨亭、吉住小三郎邸 増築、紫山荘、稀音家六四郎邸、参木邸 
1934（昭和 9）  山田邸、新田商店 内装、太田邸、小林古径邸・画室、小島邸 
1935（昭和 10）  吟風荘、岡田邸、木場邸、倉田邸、米倉理髪店、山本製薬社屋 
1936（昭和 11）  山川秀峰画室、吉屋信子邸、川合玉堂邸・画室、杵屋六左衛門別邸、丹羽邸、福島邸 
1937（昭和 12）  料亭 浮月楼 増改築、新間邸、伊東深水邸 増改築 
1938（昭和 13）  山本邸、山本製薬工場 改修、田島邸、吉住小三郎邸 
1939（昭和 14）  松島ニューパークホテル 
1940（昭和 15）   山口蓬春邸、岡田邸、青木邸、長谷川邸、大島邸、加藤邸 
         レストラン・ニューオリンピック、料亭 新喜楽 改造、谷口邸、岩波別邸 
1941（昭和 16）  井上邸、吉田邸、平井邸、林邸 
1942（昭和 17）  料亭 浮月、小橋邸、三菱長崎造船所第 761 番舶 内装、浜野邸、須藤邸、旅館 浮月 
1943（昭和 18）  中橋邸、山川秀峰邸、山口蓬春邸 増築、画廊 八咫家 内装 
1944（昭和 19）  吉田邸、岩波貸別荘、野村邸 
1946（昭和 21）  青木邸、料亭 つるのや 改造 
1947（昭和 22）  田中邸、西谷商店、米倉理髪店、鈴木化学工業事務所 
1948（昭和 23）  日星社東京本社ビル 内装、日星社大阪支店、石雲荘本館、中央絨氈館林工場 
1949（昭和 24）  日光殿、観山亭 増築、観山亭浴殿、岡田邸 改造、出崎邸 改造、料亭 つる家本店 
1950（昭和 25）  料亭 新喜楽 改造、山田平安堂、吉屋信子邸 
1951（昭和 26）  梅原龍三郎画室、歌舞伎座 復興改築、料亭 金田中 改造、梅原成四邸、井上邸門 
         新日本感覚の建築・美術工芸展示会 
1952（昭和 27）  石雲荘新館、料亭 政林、高須邸、弥生画廊 内装、旭硝子展示会会場構成 
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1953（昭和 28）  碧雲荘 増改築、料亭 つる家本店、料亭 鶴登久、寿司仙 改装、稀音家邸離れ 
1954（昭和 29）  料亭 甲陽園つる家、吉住小太郎邸、杵家六左衛門邸 増築、太田邸、山口蓬春画室 
1955（昭和 30）  山路文子邸、文楽座、料亭 新喜楽 改造、吉住小三郎邸、倉田邸、真鍋邸 
         日本ヒューム管社屋 
1956（昭和 31）  料亭 ぼたん、東急文化会館ゴールデンホール、山形邸、故クロイツアー教授記念碑 
1957（昭和 32）  大東亜戦争戦没者慰霊塔、北沢邸門、中村勘三郎邸、鈴木邸 
1958（昭和 33）  吉屋信子邸 増築、梅原龍三郎邸、明治座、日本芸術院会館、山田平安堂 
1959（昭和 34）  出崎家之墓、清水市忠霊塔、料亭 つる家本店新館 改造 
1960（昭和 35）  歌舞伎座 増築、五島美術館、佐々木邸、大和文華館、水谷八重子邸 
         下村海南館、坂西志保邸 改造 
1961（昭和 36）  新橋演舞場 増築、玉堂美術館、料亭 吉兆 改築、吉田茂邸 第一期増築 
1962（昭和 37）  米倉理髪店、吉屋信子邸、北沢会館、岡野邸、料亭 新喜楽、在ローマ日本文化会館 
1963（昭和 38）  吉田茂邸 第２期増改築、高橋邸 増築、東京ヒルトンホテル、北村邸 
         料亭 ぼたん 改増築、吉田茂邸 第 3期増築 
1964（昭和 39）  国立教育会館、料亭 岡崎つる家 改造、不二迎賓館、太融寺正門、吉田茂邸 第４期改修 
1965（昭和 40）  梅原るり子邸、大阪ロイヤルホテル、松岡邸 
1966（昭和 41）   村上開新堂、太田家・吉田家之墓 改修、三越特選画廊、Ｓ・Ｔビル 
1967（昭和 42）  歌舞伎座舞台美術、木原邸仏間、善光寺燈籠、ヨット ＭＯＭＩＪＩ 内装 
                   猪俣邸、中山教授の部屋 内装 
1968（昭和 43）  成田山新勝寺大本堂、中宮寺本堂、山本為三郎氏之墓、料亭 松乃つる家 
1969（昭和 44）  満願寺本堂・庫裡、岸邸、料亭 つる家本店 改造 
1970（昭和 45）  日本万国博松下館、料亭 岡崎つる家 改造、国立劇場舞台美術、貴多川 
          三和銀行本店役員応接室 内装 
1971（昭和 46）    国立劇場舞台美術、料亭 岡崎つる家 改増築、外務省飯倉公館、御器谷邸 
         前田青邨展会場構成、吾妻徳穂舞踏舞台美術、東山魁夷新作展会場構成 
1972（昭和 47）  国立劇場舞台美術、小谷喜美氏之墓、山口蓬春氏之墓、三越シルバーハウス、秩父宮邸 
1973（昭和 48）  蒲田邸、ロイヤルホテル、霊友会弥勒山廟、国立劇場舞台美術 
          三和銀行東京ビル役員応接室 内装 
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1929（昭和 4）  「大木合名会社」（『国際建築』3 月号） 
1930（昭和 5）  「藤沢商店」（『建築世界』7 月号） 
1934（昭和 9）  「饒舌抄」（『建築世界』4 月号）、「関谷弥兵衛邸」（『建築世界』4 月号） 
         「吉住小三蔵邸」（『建築世界』4 月号）、「吉住小三蔵別邸」（『建築世界』4 月号） 
         「鏑木清方画伯邸」（『建築世界』4 月号） 
         「紫山荘（吉住小三郎別邸）」（『建築世界』4 月号）、「稀音家六四郎邸」（『建築世界』4 月号） 
         「参木邸」（『建築世界』7 月号）、「小林古径邸」『建築世界』10、12 月号） 
1935（昭和 10）  「小林古径邸」『住宅』1 月号）、「ベランダを持つ茶の間、稀音家氏邸」（『住宅』2 月号）、 
         「太田胃散工場及事務所」『建築世界』4 月号）、「岡田邸」『建築世界』5 月号） 
         「続・饒舌抄」（『建築世界』7 月号）、「倉田邸」（『建築世界』9 月号） 
         「門と塀三題（関谷氏邸、杉本氏邸、岡田氏邸）」（『住宅』9 月号）、 
         「倉田邸」（『住宅』9 月号）、「和装の七紐」（『新装』10 月号） 
1936（昭和 11）  「吟風荘」（『建築世界』1 月号）、「続々・饒舌抄」（『建築世界』1 月号） 
         「米倉理髪店」（『建築世界』2 月号）、「川合玉堂画伯新画室」（『建築世界』4 月号） 
         「川合玉堂画伯の画室を語る」（『建築世界』4 月号）、「我が家の居間を語る」（『住宅』5 月号）  
         「吉屋信子氏邸、居間」（『住宅』5 月号）、「吉屋さんの家」（『建築世界』6 月号） 
         「わたしの家のこと」吉屋信子（『建築世界』6 月号）、「山川画伯邸」（『住宅』6 月号） 
         「吉屋信子邸」（『住宅』7 月号）、「吉屋信子女史の新邸拝見」（『東京朝日新聞』8 月 22 日） 
         「山川画伯邸」（『建築世界』9 月号） 
         「山川秀峰氏と新しい画室を語る」千種章（『建築世界』9 月号）、 
         「茶の間は家中で一番大事なところ、家族中心の新提案」（『報知新聞』9 月 1 日） 
         「目覚めよ十三対一、数寄屋建築家に与う」（『建築世界』11 月号） 
         「好みはいろいろ、我家の暖房、山川秀峰画伯の書斎風景」（『東京朝日新聞』11 月 28 日） 
         「主張」（『建築知識』12 月号）、「参木邸」（『住宅』12 月号） 
1937（昭和 12）  「趣味の建築、工夫を凝らした日本画の画室（玉堂画室）」（『報知新聞』3 月 13 日） 
         「畳のない数寄屋、吉屋信子女史の家」（『報知新聞』4 月 10 日） 
         「吉田五十八氏邸（馬込）」（『建築知識』4 月号） 
         「杵屋六左衛門別邸」（『建築世界』6 月号）、「伊東深水氏邸」（『東洋建築』11 月号） 
1938（昭和 13）  「古径氏の画室」『建築世界』1 月号）、「主張」（『建築知識』1 月号） 
         「新しい数寄屋づくり（稀音家六四郎邸、川合玉堂邸、吉屋信子邸、杵屋六左衛門邸）」（『婦人       
          画報』5 月号）、「柱ばかりの家」（『東京朝日新聞』5 月 19 日） 
         「我が家の暖房（１） 椅子と寒さ、稀音家六四郎邸」（『都新聞』11 月 14 日） 
         「我が家の暖房（２） 地袋に温水暖房、吉屋信子さんのお家」（『都新聞』11 月 15 日） 
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         「我が家の暖房（３） 応接間の床板に近代的な炉仕切り、伊東深水氏の床しい暖房」（『都新       
          聞』11 月 16 日） 
         「我が家の暖房（４） 暖房統制も尻目に御自慢・先見の明、山川氏の仕切炉と囲炉裏」（『都  
          新聞』11 月 17 日） 
1939（昭和 14）  「T・T 邸（田島邸）」（『建築世界』1 月号）、「T・T 邸（田島邸）」（『住宅』4 月号） 
         「近作三構（吉住小三郎別邸、T・O 邸増築、K・Y 邸改造）」（『建築世界』5 月号） 
         「M・O 邸（大島邸）」（『建築世界』9 月号）、「松島ニューパークホテル」（『新建築』11 月号） 
         「松島ニューパークホテル」（『建築世界』11 月号）、「M・O 邸（大島邸）」（『住宅』12 月号） 
1940（昭和 15）  「松島ニューパークホテル」（『建築雑誌』1 月号） 
         「松島ニューパークホテル全焼」（『河北新報』1 月 23 日）、「加藤邸」（『建築世界』7 月号） 
         「加藤邸」（『新建築』7、8 月号）、「座談会・住宅、回顧と将来の展望」（『住宅』8 月号）、 
         「加藤邸」（『住宅』10、11、12 月号） 
1941（昭和 16）  「山口蓬春画伯邸」（『建築世界』1 月号）、「山口蓬春画伯邸」（『新建築』1 月号） 
         「山口蓬春画伯邸」（『住宅』3、4 月号） 
1942（昭和 17）  「K・O 邸（岡田邸）」（『建築世界』1 月号）、「K・O 邸（岡田邸）」（『住宅』3 月号） 
         「青木邸」（『建築世界』5 月号）、「青木邸」（『新建築』5 月号）、「青木邸」（『住宅』6 月号） 
1943（昭和 18）  「岩波別邸（惜櫟荘）」（『建築世界』1 月号）、「岩波別邸（惜櫟荘）」（『新建築』3 月号） 
1949（昭和 24）  「上梓の辞」（『吉田五十八建築作品集』） 
1951（昭和 26）  「歌舞伎座」（『建築文化』5 月号）、 
         「歌舞伎座復興工事について」木村武一（『建築文化』5 月号） 
         「歌舞伎座」（『国際建築』6 月号）、「能と地唄舞」（『松坂屋・新装』9 月 10 日） 
          「たたみ」（『Le chic Takashimaya』11 月 20 日）、「新喜楽（改造）」（『国際建築』11 月号）  
         「すみこなし」（『暮しの手帖』12 月号）、「料亭・金田中（改造）」（『国際建築』12 月号） 
1952（昭和 27）  「新日本感覚の建築・美術工芸展示会」（『新建築』2 月号） 
         「新画室応答——梅原龍三郎画室」（『芸術新潮』6 月号）、「素朴愛」（『毎日新聞』8 月 18 日） 
         「梅原龍三郎画室」（『建築文化』9 月号） 
1953（昭和 28）  「梅原さんと恐妻家」（『毎日新聞』1 月 27 日） 
         「T 料亭（料亭・鶴登久）」（『国際建築』2 月号） 
         「邦楽家のすまい（料亭・政林）」（『国際建築』11 月号） 
1954（昭和 29）  「座談会・日本建築」（『芸術新潮』6 月号）、「座談会・生活の美と心」（『婦人の友』7 月号） 
1955（昭和 30）  「料亭ぼたん」（『国際建築』1 月号）、「山口蓬春アトリエ」（『新建築』6 月号） 
                  「料亭ぼたん」（『新建築』6 月号）、「畳・男・女」（『日本経済新聞』8 月 7 日）  
         「木情家」（『文芸春秋』10 月号）、「美の美、待庵（妙喜庵）」（『日本経済新聞』10 月 1 日） 
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         「伝統の木割から独自の木割へ」（『国際建築』11 月号） 
1956（昭和 31）   「ある小邸（吉住小三郎別邸）」（『建築文化』1 月号）、「文楽座」（『建築文化』4 月号） 
         「無郷の悲哀」（『政界往来』11 月号） 
1957（昭和 32）   「座談会・どのような国立劇場を期待するか」（『国際建築』1 月号）  
         「玉堂のしゃれ」（「毎日新聞」10 月 31 日）「山形邸」（『国際建築』2 月号） 
           「人物双曲線・新数寄屋造りとピロティ式建築」（『週刊朝日』4 月 28 日） 
         「中村勘三郎邸」（『新建築』6 月号）、「S 邸（鈴木邸）」（『新建築』8 月号） 
         「おしどりてい談」（『陶説』8 月号）、「素人と玄人」（『銀座百店』10 月号） 
         「日本調で新装、明治座・三月に開場」（『朝日新聞』12 月 12 日） 
1958（昭和 33）  「私の好きな色彩、室内の配色」（『婦人の友』1 月号） 
         「純日本式、芸術院会館、完成迫る」（『毎日新聞』1 月 5 日） 
         「寿櫓三番叟で開場、面目一新した明治座」（『東京タイムス』3 月 4 日） 
         「玉堂先生の建築の勘」（『陶説』1 月号）、「建築に盛る平安期」（『東京新聞』3 月 11 日） 
         「日本芸術院会館」（『国際建築』6 月号）、「明治座」（『新建築』7 月号） 
         「梅原龍三郎邸」（『建築文化』7 月号）、「建築と衣服の調和美」（『婦人文化新聞』8 月 10 日）  
1959（昭和 34）  「帝国ホテルの旧館とりこわしをめぐって」（『週刊読売』8 月 2 日） 
                  「異端視された伝統的新建築」（『週刊現代』12 月 20 日） 
1960（昭和 35）   「対談・芸術家のすまい」（『芸術新潮』1 月号） 
         「紀屋井町の家（水谷八重子邸）」（『建築文化』4 月号）、「五島美術館」（『建築文化』6 月号） 
         「一坪五十万円の家（佐々木邸）」（『週刊文春』10 月 3 日） 
1961（昭和 36）   「日本美術の展示、採光照明の一考察」（『学鐙』1 月号）、「大和文華館」（『国際建築』1 月号） 
                  「夫と妻の記録・妻は便利でないほうが」（『週刊生きる女性』3 月 24 日） 
         「同級生交歓・開成中学」（『文芸春秋』4 月号）、「玉堂美術館」（『新建築』7 月号） 
         「玉堂美術館」（『建築文化』7 月号） 
         「鑑賞席・大和文華館」矢内原伊作（『朝日ジャーナル』8 月 6 日） 
          「お宅拝見・建具に合せた家（二宮・吉田邸）」（『週刊文春』12 月 4 日） 
1962（昭和 37）   「スライド建築家」（『室内』1 月号）、「対談・新興すきや建築のあれこれ」（『建築夜話』） 
         「新橋演舞場新館ホール」（『新建築』2 月号）、「北沢会館」（『建築文化』9 月号） 
         「北沢会館」（『新建築』9 月号）、「吉屋信子さんの家」（『室内』11 月号） 
1963（昭和 38）  「坂西志保邸」（『室内』1 月号）、「ローマ文化会館の建築について」（『国際文化』1 月号） 
         「百家争鳴・金と力」（『室内』4 月号）、「古典の非具象美」（『芸術新潮』6 月号） 
         「日本文化会館（ローマ）」（『新建築』7 月号）、「座談会・現代の建築」（『銀座百店』8 月号） 
         「惜櫟荘主人——一つの岩波茂雄伝」小林勇、「料亭・新喜楽」（『新建築』12 月号） 
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1964（昭和 39）   「座談会・日本の伝統、ホテルオオクラ」（『カラーデザイン』1 月号） 
                  「百家争鳴・家ほめ」（『室内』2 月号）、「思いつき」（『日本経済新聞』11 月 3 日） 
1965（昭和 40）  「北村邸」（『新建築』1 月号） 
         「対談・木のこと・木造建築のこと」（『篠田銘木店・木』1 月号） 
         「歳と名前」（『毎日新聞』1 月 4 日）、「成人とは何か」（『週刊女性』1 月 20 日） 
         「閑日談義・日本建築の醍醐味」（『経営者』2 月号） 
         「座談会・劇場建築余話」（『銀座百店』2 月号）、「私の座右銘」（『蛍雪時代』6 月号） 
         「受章に思うこと」（『建築雑誌』7 月号）、「数寄屋十話」（『毎日新聞』7 月 20 日-8 月 1 日） 
         「異数の江戸っ子教祖」（『景迎』）、「つる家（岡崎）」（『新建築』8 月号） 
         「大阪ロイヤルホテル」（『新建築』12 月号） 
1966（昭和 41）  「美のための美術館の構想」矢代幸雄（『世界』5 月号）、「松岡邸」（『新建築』5 月号） 
         「この人のこのことば・如禺」（『PHP』7 月号） 
         「河東節二五〇年を記念、歌舞伎座来年二つの計画」（『朝日新聞』12 月 14 日） 
1967（昭和 42）  「舞台装置まで買って出た吉田五十八の感激」（『サンケイ新聞』1 月 21 日） 
         「勇気あることば」（『毎日新聞』1 月 22 日） 
         「かげの声・だんな衆は大はりきり」（『東京新聞』1 月 31 日） 
         「2 月の歌舞伎座」秋山安三郎（『朝日新聞』2 月 13 日） 
         「わたしの城・尼寺風、三度目の新築」吉屋信子（『週刊朝日』8 月 11 日） 
         「頭上にご注意」（『芸術生活』9 月号）、「しゃれの名人」（『日本経済新聞』10 月 26 日） 
         「高くない審美眼」（『アサヒグラフ』11 月 5 日） 
1968（昭和 43）  「成田山新本堂が完成」（『東京新聞』3 月 14 日）、「成田山新勝寺本堂」（『新建築』5 月号）     
         「緑陰閑談・民族無視の建築はない」（『神戸新聞』8 月 2 日）、「中宮寺」（『新建築』10 月号） 
1969（昭和 44）   「求道の造形・斑鳩の女寺」（『読売新聞』3 月 23 日）、「猪俣邸」（『新建築』5 月号） 
1970（昭和 45）   「適時適作の年に」（『新建築』1 月号） 
         「光と音の万国博、純和風・松下館の呼びもの」（『サンデー毎日』3 月 22 日） 
         「満願寺」（『新建築』4 月号）、「貴多川」（『新建築』11 月号） 
1971（昭和 46）   「対談・住宅の発見」（『都市住宅』1 月号）、「優雅な生活」（『日本経済新聞』1 月 22 日） 
         「K 邸（岸信介邸）」（『新建築』1 月号）、「鏑木清方展に寄せて」（『毎日新聞』10 月 7 日） 
         「窓を見て」（『日本美術』11 月号） 
1972（昭和 47）   「外務省飯倉公館・外交史料館」（『新建築』1 月号） 
         「外務省飯倉公館・外交史料館」（『近代建築』1 月号）、「M 邸（御器谷邸）」（『新建築』2 月号） 
         「日本建築の創造、聞き手・伊藤ていじ」（8 月） 
1973（昭和 48）   「わたしの宿場町・日本橋」（『文芸春秋臨時創刊』7 月号） 
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         「完璧な人間像」（『三彩増刊・山口蓬春の芸術』11 月号） 
         「大阪ロイヤルホテル新館」（『新建築』12 月号） 
1974（昭和 49）   「対談・人間と建築その 10」（『新建築』1 月号） 
         「座談会・美の伝統と創造」（『現代日本建築家全集 3・吉田五十八』） 
1979（昭和 54）  「大和文華館庭園」斎藤忠一（『探訪・日本の庭第 8 号月報』 
          「大阪ロイヤルホテルの庭」斎藤忠一（『探訪・日本の庭第８号月報』 
                   「在来日本大使公邸」（『新建築』4 月号） 
1980（昭和 55）  「北村邸」（『数寄屋建築集成・玄関と座敷』 
1989（昭和 64）  「普請好きの冒険」北村謹次郎（『芸術新潮』10 月号） 
1990（平成 2）   「数寄の名料亭１・つる家」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
